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編集者から　　FROM THE EDITOR
（ 赤松　 陽  [ 訳 ]）  

科学的見解をめぐる論争は，科学のさまざまな諸部門の

発展過程ではまれなことではありません．「創造」対「進

化」は，長い間罵りあってきたきわだった例の一つで

す．「ビッグバン」対「定常宇宙」も一つの例です．現

在，世界では，地球温暖化における CO2 と地球温暖化の

間の因果関係に関わる科学は確立されていると信じてい

る人々と，まだ問題は解決していないと信じている人々

の間での熱い議論が行われています．実際，後者のグルー

プの間で，公然とこの関係をきっぱり否定する強い意見

があります．議論の主題が，世界中で，将来の公共福祉

に明らかに影響を与えそうだという理由から，おおっぴ

らに直接的な政治的局面を呈しているので，議論の場に

先例のない一般の人々の関与があることは驚くべきこと

ではありません．支持されている ( 見解 )，あるいは２

つの対立する見解に対して提示されている科学的データ

の各々の部分は，単に反対陣営の科学者たちによってで

はなく，利害関係のある一般市民によってもまた，詳細

な吟味を厳しく受けています．そして，メディアもそれ

ほどそれに遅れてはいません．この一般の人々による公

共的な吟味は，間違いなく多くの科学の経歴を人目にさ

らし ( 正体を暴露し )，こてんぱんに叩きのめしました．

しかし，それは少なくとも気候学に厳しい科学的な倫理

体系 ( 規範 ) を課すると期待されています．他のいかな

る科学あるいは科学的論争には，このような利点はあり

ませんでした．

私たち，地球科学者は，それは，現在のジオダイナミク

ス概念の主流であるプレートテクトニクスに直接関連

して重要であることを知っています．CO2 誘導地球温暖

化「呪」のように，たとえ，海底のわずか 0.0001% だけ

がどのような程度の確実性にでも測量調査されたが，プ

レートテクトニクスの体系が考案され理論が提起された

1960 年代まで大陸の広大な境界線が測量されないまま

残っていたという事実が残されていながらも，それは広

範な大多数の地球科学者の想像力を捕らえました．しか

しながら，たとえ全体の数としてはひじょうに少ないけ

れども，プレートテクトニクスはその発端からずっと，

世界のさまざまな地域に根ざした科学者たちによって論

争され続けられてきました．データはその不発展性が強

調されたことをずっと紹介され，プレートテクトニクス

派は，反対陣営が " その場限りの造作物 " というレッテ

ルを貼ったという弁明を提供し続けました．しかしなが

ら，やがて時代を通じて，反対陣営は地球温暖化 " 懐疑

論者 " たちのように，皮肉にも彼らの数は増え続けたけ

インドワークショップ EDPD ー 2011(2011.9.21 ー 24) の報告

REPORT OF EDPD-2011 INDIAN WORKSHOP, 21-24 SEPTEMBER, 2011

れども，彼らのデータを提示するための基盤 ( 雑誌・会

議 )さえ失いました．

科学者のための基盤は，1996 年に，各国にその支部もち，

健全な科学的立場を踏まえたものならばどのような意見

をもつ科学者でも彼らのデータや解釈の発表を許される

「ニュースレター」をもつ組織 ' グローバルテクトニク

スの新概念 '(NCGT) という形で創設されましたが，それ

は，プレートテクトニクスの科学的な難点を発見する小

さなグループの控えめな除幕式だったのです．その最初

から，グループの人数はひじょうに増加しました．そし

て，オンラインジャーナル，NCGT ニュースレターも増え

ました．また，定期的に世界のさまざまな地域で国際会

議を開催しています．

TRANSECT と NCGT は，グローバルテクトニクスの最近の

発展についての意見交換を開始するために，インドの最

南端にある Kanyakumari で 9 月 21 日から 24 日まで共同

でこの会議を組織しました．開会式の演説で Transect 

と NCGT の両者は，地球のジオダイナミックプロセスの

理解におけるフィールド地質学の不可欠な役割を強調

し，この精神が若い科学者によって成し遂げられること

を望みました．

インドの地球科学者以外では，オーストラリア，アゼル

バイジャン，コロンビア，イラン，イタリア，ノルウェー，

アメリカなどの多くの海外代表がワークショップに出席

しました．ワークショップでは，合計 20 の口頭発表と

いくつかのポスター発表がなされました (3 〜 4 ページ

のリスト参照 )．発表は広範囲にわたるテーマをカバー

していました．すなわち，地球ダイナミックのプロセス，

地球膨張，地球のジオダイナミックスへの惑星の影響，

地震，そして鉱床など．最近の地球全体にわたる強烈な

破壊的地震・火山現象と異常気象現象を反映して，会議

は地震による大衝上断層，地震の予知，そして惑星の相

互作用などが話題となりました ( 発表全体の 60%)．大

部分の発表は研究の最先端のものでしたが，根拠は十分

整ったものでした．発表の後，友好的なリラックスした

雰囲気の中で徹底的な討論が続きました．会議は，参加

者，特に若い科学者にとって，目を見張らせ，インスピ

レーションをあたえるものでした．

会議は，比較的短い準備期間にもかかわらず，TRANSECT

のチームによって，間断なく一体となって組織されまし
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た．文化的行事 (インド伝統音楽，格闘技そしてヒンズー

教寺院訪問)は，海外からの参加者にとって楽しくユニー

クなものでした．フィールド見学と見学旅行は，インド

のすばらしい大陸地質を目の当たりにして議論する貴重

な機会になりました．TRANSECT からのオーガナイザーと

協力スタッフのよる骨身を惜しまぬ献身は，すべての参

加者から大きく賞賛されました．Kanyakumari YMCA 国際

ゲストハウスは，私たちに快適な会議のための施設とお

いしい南インド料理でおもてなしくださいました．私た

ちは，関係者全てに感謝いたします．TRANSECT と NCGT

の歴史年表に記録されるであろう成果の多い啓蒙的な記

念すべき集会になりました．

Ismail Bhat, NCGT India bhatmi@hotmail.com
Biju Longhinos, Dep. of Geology, University College,
                           Trivandrum, biju.longhinos@gmail.com
N.Ramasarma, Transect, gramasarma@gmail.com 
Dong Choi, NCGT Ausrtalia, raax@ozemail.com.au

****************

プログラム

2011 年 9 月 21 日

17:00 開会式 

歓迎の挨拶 Biju LONGHINOS( 組織委員会，EDPD)

NCGT の紹介 Dong CHOI(NCGT ニュースレター編集者 )

Transect の紹介 M.RAMASARMA( 議長 TRANSECT)

開会スピーチ S.SINGANENJAM(GSI 会長 )  

祝辞 C.G.NAMBIAR(Cochin 科学工科大学地質学教授 )  

感謝の決議 S.N.KUMAR(出版顧問 Kerala大学地質学部)

18:15 休憩 (Coffee/tea break, 以下同様 )

18:30 冒頭講演

グローバルテクトニクス研究の現状

Karsten STORETVEDT (Bergen 大学教授）

19:45 夕食

2011 年 9 月 22 日

7:30 朝食

9:30 地球内部，惑星，そして太陽に関する研究─直進

　と透過接近─　Subhasis SEN

10:15 地球内部構造のマスフロー mass-flow の一つのメ

　カニズムの理論的基礎  Hatam GULIYEV

10:50-11:10 休憩

11:15 原始地球の構成とその進化の過程 

　Karsten STORETVEDT

11:50 月：地球のいくつかの主要地質特徴の制御機構

　Subhasis SEN 

12:30-14:00  昼食休憩

14:00 2011 年 3 月の東日本大地震の構造的解釈 

　Dong CHOI

14:45  イラン高原の新第三紀ジオダイナミクス 

　Soheila BOUZARI

15:15-15:30  休憩

15:30 インド西部の大陸周縁沖の大陸地殻から海洋地殻

　への移行とアラビア海東部のプレートの再構築におけ

　る逆説   S. RANGARAJAN

16:15 新しい構造的枠組みにおける太陽 -地球の力学的

　解釈:自然災害の予知の可能性  Bruce A. LEYBOURNE,

　Ismail BHAT and Santosh MISHRA

17:00 地球惑星と統合されたグローバルテクトニクスの

　概念に基づく膨張論 Subhasis SEN

17:30-18:30  文化的行事 Nandana さんとその楽団によ

　る Karnatic 音楽演奏

19:30  夕食

2011 年 9 月 23 日

7:30  朝食

9:00  地球規模の地震の前兆として働いた惑星間の磁場

　(IMF) における放射異常と変化  Valentino STRASER

9:30  地球潮汐と地震  Vinayak KOLVANKAR

10:00 地震の熱的前兆現象の研究における衛星遠隔探査

　Arun K. SARAF

10:30-10:45 休憩

10:45 Madden-Julian 震動の地震的遠隔連絡を推進して

　いる太陽の周極回転  Bruce LEYBOURNE, Ismal BAHT

　and Santosh MISHRA  

11:15  昼間活動性の地震と温度 Vinayak KOLVANKAR

11:45 アペニン山脈 (イタリア )における気候，地震，

　そして太陽周期の間の潜在的関係  Valentino STRASER

12:30-14:00  昼食休憩

14:00 重力的ストレス :地震予知のための分析と推論的

　係 N. VENKATANATHAN and Karthik RAMANAN  

14:30 電離層に関係する地震活動 Bindu MANGLA

15:00 太陽，太陽系の力学，そしてインドにおける大地

　震の発生 T.E.GIRISH

15:15-15:30  休憩

15:30 ガワールヒマラヤにおける地震の前兆現象に対し

　て，グットゥに据えられた超伝導重力計のデータの分

　析によってこれまでに得られた重要な結果 

　Bhupendra Bahadur SINGH

16:00 Ranchi 上空のエアゾールのふるまい Kumari LIPI

16:30-17:30 文化行事 Kalari Payattu ケララの格闘技

18:00-19:30  ポスター発表

19:30  夕食

2011 年 9 月 24 日 

野外見学

 7:30-8:30  Putteti 閃長岩

10:00-10:30 Kozhikkottupothai 中生代苦鉄質岩岩脈

11:15-11:45 Kottaram チャーノッカイト (charnockite)

　とコンダライト (khondalite)

13:30-15:00  YMCA ゲストハウスにて昼食

15:00-18:30  名勝地訪問 (スワミ・ヴィヴェカナンダ・

　岩石記念館 )

18:30-19:45  閉会式

2011 年 9 月 25 日 -30 日 

見学旅行　南インドの先カンブリア紀テレーン :
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マナパラ (Manapara) グラニュライトテレーン，シッタ

ンプンディ (Sittampundi) 超塩基性斜長岩質テレーン，

シトラダルガ (Chitradurga) 前期始生代テレーン

ポスター発表

インド東部シンバーム−オリッサ (Singhbhum-Orissa)

クラトンのサーダ鉱山区における卑金属鉱化作用の構造

的・組成的発達とシンバーム剪断帯の発達に関連した放

射性鉱物  Sangita CHOWDHURY

我々の先祖は自然災害をどのように眺めたか ? サンスク

リット文学を通しての一瞥　Anand Dilip RAJ and Biju 

LONGHINOS

************************

'TRANSECT' について
Transect は，地球科学のさまざまな領域から集まった

アカデミー会員，科学者，そして学生の組織です．その

組織を民主的，探求的そして科学的なものにすることを

目指して前進しています． フィールドワーク，実践，理

論の精神のともなった地質学によって新しい世代に動機

づけをするために ' 活動的な人々 ' が集まったのは 2007

年のことでした．その後 2010 年に，創設者・議長として，

M.Ramasarma 教授を擁し，Transect と名づけられたこの

グループは体系化された組織体として発展しました．

Transect は， 主に学生への地球科学分野の訓練に焦点を

当てて，植え付けられた悪い影響を正しつつ，活動して

います．例えば，地質学のための教育における現在の傾

向は，地質学上の疑問に対する解答を，そのほとんどが

隠されているフィールドで探すよりも，3D グラフィック

スやコンピューターにより，構図や仮想のモデルの助け

を借りることを重視しています．その結果，学生たちは

暗探 ( 手探り ) 方式や実際的でない情報に基づいた理論

としてのみ存在する架空の情報を吹き込まれています． 

インドの産業は，鉱床か油田であるかにかかわらず，実

質的に地質学の基礎であるフィールド地質学の知識を直

接体得している人を求めています．しかし，グラフィッ

クモデルの操作による非実用的な探求であるため，確立

された理論を適用するだけのチームによって事業を運営

する方式は産業を起こす基礎力を欠いています．

これは，研究と開発事業のため，インドの産業界に他の

国際的な情報源を見渡すことをさせます．Transect は，

学生たちに知識を授けることと産業への即戦力を身に付

けることを目標に，彼らに地質学への ' 情熱 ' を注ぎ込

むことを目指すつもりです．

この目標に向かって歩む Transect の発展は，南インド

全体に拡大することを私たちに可能にしました．そして

また，ポーランドのスピリファー (Spirifer) 地質学会

とオーストラリアの NCGT の組織と連携することができ

ました．Transect は，目的を維持するために，より多く

の情熱あふれる人々が参加し，地球科学のより良い未来

のために共にこの目標を目指していくことを楽しみにし

ています．

 Prof. M. Ramasarma  Chairman, 2010-2012

   mramasarma@gmail.com

 Dr. B. K.Jishnu  Secretary, 2010-2012

Kanyakumari の YMCA ゲストハウスの前での会議の後で

Nandana さんとその楽団による Karnatic 音楽の演奏 格闘技演技鑑賞前にくつろぐ海外参加者たち

学生協力者のみなさん

ケララ地方の格闘技

ヒンドゥー教寺院 ヒンドゥー教寺院の入口にて
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編集者への手紙　LETTERS TO THE EDITOR
（矢野 孝雄 [ 訳 ]）  

親愛なる編集者へ

　私は Blot 一家を代表してあなたに御礼申し上げます．

6 月の父の逝去に際し，ニュースレターに追悼文を掲載

していただいたことを感謝します．父がそれに感謝して

いることを私は確信しています．彼は，地球物理分野の

研究に生涯にわたって情熱をかたむけてきましたし，そ

れは健康を害した後も変わらず，臨終のまぎわまで興味

を持ち続けていました．　　　　　　　　Bernard BLOT

　　　　　Noumea, New Caledonia, zbblot@lagoon.nc

岩脈，シル，および火山 :ぞれらの造構環境

Peter JAMES  glopmaker75@hotmail.com

NCGT ニュースレター no.59 掲載の Cliff Ollier 氏の論

文─ Dykes, global tectonics and crustal expansion

は，岩脈は，自らが貫入するために広大な地殻プレート

を側方へおしやる力をもちえないので，地殻が引張場に

あることを示す．氏の提案は，岩脈を，地表部のリソス

フェアを繋ぐ既存の(引張)裂罅を満たすものとみなす．

氏の観点には，1 つの問題がある．岩脈の貫入にともな

う側方での摩擦を無視するとしても，深部における何ら

かのより大きな圧力をなくして，より低密度の母岩中を

高密度岩脈物質をどのようにして表層部まで到達させる

か ? 　もう 1つの問題は，シルが拡大するための必要条

件に関するものである．この問題を，まずとりあげる．

シルは，上昇する岩脈が，堆積岩などの成層構造に出逢っ

て発生する．なんらの過剰圧力もなく，高密度岩脈物質

がより低密度の地表部へどのように到達できるのだろう

か ?( 図 1)．広く認められているように，給源岩脈やシ

ルの先端部の高温は母岩中の水分を容易に蒸気化させ，

シル迸入のために成層地層を剥離するのに役立つが，シ

ルの迸入には給源岩脈中からの圧力や力が必要であるこ

とに変わりはない．もし，岩脈が既存の開離した引張裂

罅の単なる充填物であれば，シルの迸入力は不要だろう．

給源岩脈中の圧力はシルが拡大する距離にも影響するだ

ろう．というのは，シルの迸入は，シル両側の摩擦抵抗

と給源岩脈中の駆動力に等しくなると，必然てきに終了

するからである．これは，Great Whin Sill のような場

合には，著しい高圧が働いたことを意味する．ちなみに，

シルの最終段階には，岩脈─おそらくは依然として被圧

されている─は，再び，鉛直方向へ延びようとするだろ

う．それは，別のシル迸入が可能な小さい上載荷重の成

層構造に出逢うまか，地表に達するまで持続するだろう．

岩脈中に適当な駆動力が遺されている場合には，地表に

溶岩が噴出するか，火山が形成されるだろう．

シル迸入の類似現象は，グラウティング法にみいだされ

る．グラウティング圧は非常に高く，岩体に水圧破砕を

発生させたり，堆積岩層を剥離させる．小さな直径の

2，3 のパイプから注入されたグラウトセメントが最大で

1km もはなれたところに噴出する例が知られていて，シ

ル迸入と同様に，グラウトが好適な面に沿って移送され

たことを示す．とすれば，地質的シルの形成に必要な高

圧の起源は何か ?，論考を次の段階にすすめよう．

鉛直応力はおよそ上載荷重に相当するので，変化しうる

のは水平応力だけである．これが，鉛直応力を大きく上

回まわると圧縮応力場となる．Jaegar の記念すべき単行

本 Elasticity, Fracture and Flow( 弾性，破壊，およ

び流動 )は，岩脈迸入における水圧断裂の役割を議論し，

その適用深度は約 7 〜 8km 以浅との制約をあたえた．ほ

とんどの岩脈の成因を考える場合に，これは不十分であ

る．というのは，シアル質地殻の厚さがこの制限値の 2

〜 3 倍に達する楯状地に，岩脈群がしばしば出現するか

らである．Cliff Ollier の指摘のように，地殻は圧縮状

態にありながら，ほぼ鉛直な裂罅がどのようにして形成

されたのか ?，も問題である．著者はリーデル剪断を記

述した際に（NCGT no.35），圧縮場にある地殻中に形成

されたほぼ鉛直な裂罅を説明する 1 つのメカニズムを概

説した．この記述を，以下に要約して再録する．

1960 年代に，帝国大学で John Tchalenko は 2 枚の側接

する板の上に粘土版を載せ，板を互いにゆっくりと等速

図 1 給源岩脈とシルの迸入 図 2 破断様式の発達
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的にずらした ( 図 2)．著者も，この簡単な実験の再現を

試みたところ，カオリナイト粘土板がもっともうまく挙

動した．指示されたように板が変位するにつれて，次の

2段階のリーデル剪断が発生した．

・ 変形が小さい段階では，物質に固有な摩擦角の半分の

角度 (カオリナイト粘土板の場合は約 10°) で第 1段階の

リーデル剪断が出現した．

・変形が大きくなるにしたがって，第 2 段階のリーデル

剪断が現れた．これらは，開離した引張裂罅のような形

態を示し，最初の剪断群に対して 90° 以下の角度で交わ

る : カオリナイト粘土板では，下に敷いた板の接合面に

対して約 80° の交角をもつ．

・これ以上の変形は，2 つのリーデル剪断系によって力

学的によって補償されることはありえない．それゆえ，

一連の衝上断層 (P 剪断 ) による破壊が発生し，第 1 段

階のリーデル剪断に重なって，完璧菱形の凹凸した剪断

帯が形成される．

ついで，2 枚の板を 90° 回転させて鉛直にすると，上側

の板は地殻を，下側の板はリソスフェアを示し，それら

の境界はモホ面となろう．これら 2 領域の間の歪が小さ

い場合は，( 水平方向の ) ジオイド応力の移動のような

造構場が想定される．地殻とリソスフェアの間の剪断効

果が，第 1 および第 2 段階のリーデル剪断をともに形成

しうることは確実で，第 2 段階にはほぼ鉛直の剪断が発

生するだろう．下位のリソスフェアが同様の大きな水平

応力を被ると，加熱によって圧縮状態になり，マグマを

第 2 段階のリーデル剪断の引張裂罅注に押し上げるだろ

う．上述の実験では第 2段階のリーデル剪断群が発生し，

地殻中にしばしば発見される岩脈群に対応することも注

目される．それ故，起こりうるメカニズムは圧縮場での

岩脈やシルの迸入であり，地殻の展張は不要である．

原著論文　　ARTICLES
9/56 年周期 :選ばれた国における地震

9/56 YEAR CYCLE: EARTHQUAKES IN SELECTED COUNTRIES
  David  McMINN

Moon Sun Finance  mcminn56@yahoo.com 
Twin Palms, Blue Knob NSW 2480, Australia

（ 山内 靖喜・小坂 共栄・小泉 潔 [ 訳 ] ）  

要旨：9/56 年周期は，カルフォルニア - ネバダ - バハ・カルフォルニアにおける大地震の発生タイミングに関して

立証された (McMinn, 2011a)．この周期は全世界の地震カタログにおいても同じように現れるべきものと仮定された．

驚くべきことに，アルゼンチン，オーストラリア，チリ，フランス，アイスランド，ニュージランドなどの多くの国

についてこのことは達成された．しかしながら，評価は完全な成功ではない．その理由は，9/56 年効果をイギリス，

トルコ，日本及びカムチャッカ ( ロシア ) については決めることができなかった．仮説として，9/56 年地震発生効

果は全世界に適用されうるが，地域ごとにパターンに大きな違いがあるのであろう．同じく，ハワイの津波はチリと

アラスカに関する 9/56 年地震発生格子に関連して検討された．最後に，ハワイでの火山噴火の始まりは，9/56 年と

36/56 年の周期と相関しているに違いない．

キーワード：地震， 9/56 年，周期，地震頻度，津波

はじめに

9/56 年周期はカルフォルニア - ネバダ - バハ・カルフォ

ルニア及びハワイにおける主要な歴史地震のパターンに

おいて解読された (McMinn, 2011a)．世界中の他の地域

においてもこの周期は明らかであるかという明白な問

題が生じている．それとも，なにか特別の理由で地球

表面のこの場所にだけこれは適用されるのであろうか ? 

ニュージランド，アイスランド，日本，オーストラリア，

チリ，アルゼンチン，フランスなどのいろいろな国にお

ける可能な 9/56 年効果の検証のため歴史地震カタログ

を査定した．9/56 年周期はすべての国において現れるべ

きであると提案されたが，9/56 年格子において大きな変

化をともなう．評価において，いくつかの例外はあるも

のの，9/56 年効果は多くの国の目録中に発生していた．

ハワイでの津波と噴火は同じく 9/56 年格子との関連に

おいて考えられた．

9/56 年周期は，縦の列に 56 年間隔を，横の行には 9 年

間隔をもつ格子からなる．縦方向の 56 年間隔は系列

(Sequence) と呼ばれ，横方向に 9年間隔の副周期をもつ．

本論では，McMinn(2002 の付録 2) に採用された方法に基

づいて56年間隔の系列に番号を付けた．それにおいては，

1817 年，1873 年，1929 年，1985 年は系列 01 と，1818 年，

1874 年，1930 年，1986 年は系列 02 などと表示される．

McMinn(2011a) によれば，9/56 年周期は月 - 太陽の潮汐

効果によって引き起こされた．9/56 年パターンに内に



ニュースレター　　グローバルテクトニクスの新概念（日本語版）　　　No. 60

7

集まるなんらかの出来事は，黄道上のほぼ 180° 反対側

にある 2 つの線分内に位置した月の昇交点を常にもっ

ており，例外はない．どのようにしてこの潮汐の引き

金が実際に作動するのかはまったく判らないままであ

る．この月 -太陽効果に関する背景的な情報については，

McMinn(2011a) を参照されたい．

チ　リ

1800 年から 2010 年までのチリでの巨大地震 (M ≧ 7.8)

の広範囲なリストはチリ大学から得られた ( 付録 1 参

照 )．全 25 個の地震のうち，13 個は表 1 に示した年代

の 4 月 1 日から始める 1 年間に起きている ( 有意確率

＜ .01)*1．1850 年以降の上位 5 個の地震 (M ≧ 8.4) すべ

ては表 1内で起きている．

*1 有意確率 : 帰無仮説の下で実際にデータから計算され

た統計量よりも極端な統計量が観測される確率をいう．

大事なことは，チリの 9/56 年地震パターンはアルゼン

チンでの確認 (下記参照 )とは著しく違うことである．

アルゼンチン

Instituto National De Prevencion Sismica は 1780 年

から 1995 年までの間にアルゼンチンで発生した約 57 個

の地震 (M ≧ 5.0) リストに載せている ( 付録 2 参照 )．

これらの内の 32 個が付録 3 に示した年の 1 月 20 日を始

まりとする 1 年以内に起きている ( 有意確率 <10*4)．35

個のより大きな地震 (M ≧ 6.0) の内の 20 個を付録 3 に

載せてある ( 有意確率 <.001)．これら地震発生時期の季

節的な傾向は検出できなかった．

オーストラリア

オーストラリアの巨大地震目録は西オーストラリア大学

から得た．それらは 1870-2010 年に起きた 31 個の大地

震 (M ≧ 6.0) を含んでいる ( 付録 4 参照 )．その内の 14

個は表 2 に示した 9/56 年格子内に載せてある ( 有意確

立 <.01)．表 2 の左側の 6 系列は 6 月 20 日までの 6 ヶ月

間に9個の地震を経験しており，例外(1885年 9月 19日 )

は 1 つだけである．右側 3 系列では，4 つの地震のすべ

てが 6月 20 日からの 6ヶ月以内に起きている．

注目すべきことには，表 2 は完全な 9/56 年格子の 20%

を占め，さらに以下のものを含んでいた．それは，オー

ストラリアで起きた全地震 (M ≧ 6.0) の 47%，及びオー

ストラリアで起きた全巨大地震 (M≧ 6.4)の 58%である．

4 つの巨大なエピソードが 1884 年のみで経験された．他

方，系列 12 は 7 月 12 日からの 13 ヶ月内に 7 つのオー

ストラリアで起きた巨大地震 (M ≧ 6.3) を，あるいは総

数の約 33% を含んでいた．

有意はオーストラリアの歴史においてより極端な出来事

と関係している．5.9 ≦マグニチュード≦ 6.3 の 20 個の

地震の内，表２においてたった５個しかない．このこと

は偶然と見ることができるであろう．

ニュージランド

GNS Science は 1840-2010 年にニュージランドで起きた

巨大地震 (M ≧ 6.8) の地図を提供したが，その地図は

'1848 年以降の極浅発地震 (一般には，深さ 30km 以浅 )'

を示している ( 付録 5 参照 )．21 個のエピソードの内の

12 個が表３( 有意確率 <.01) に示した 9/56 年格子の暦

年内に入る．重要なことは，1840 年代 -1950 年代の間に

ニュージランドで 13 個の巨大地震が起きた．その内の

10 個は期待度数 3.3 に匹敵する表３に入っている．
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表3の左側の5系列6個の地震すべては6月20日から6ヶ

月以内に起きている．右側 7 系列では 5 個地震が 3 月 10

日までの 1.7 ヶ月以内に起きており，一つの例外は 1929

年 6 月 17 日に起きている．

有意は表 4 に示した 18/56 年格子によって達成された．

期待度数 2.6 とは著しく違って，ニュージランドで発生

した 9個の巨大地震がこの表内に入っている．

フランス

SISMALP- フランスアルプス地震ネットワークは " 南部

- 東部フランス及びスイスとイタリアとの国境地帯で起

き，最大震度がⅦに達するかそれ以上の歴史的な地震

"( 付録 6 参照 ) のリストを公開した．SISMALP は，1750

〜 2000 年の期間に南東地域で起きた約 61 個の地震を

示したが，その内の 28 個が付録 7( 有意確率 <.001) の

9/56年パターンに適応した．不思議なことに，13個はたっ

た 5 つの系列内で起きており ( 表 5 参照 )，その内の 6

個は 6月中に，5個は 4月 20 日までの 6週間以内である．

アイスランド

Iceland 気象台は，1,706 〜 2,000 年に起きた Iceland

での M6.0 以上の 25 の地震についてのリストを公表し

た ( 付録８参照 )．それらの地震のすべては 10 月以降の

4 カ月間には起きていない．また，そのうちの 20 個は，

付録９に示す 9/56 年周期表の中におさまっており，さ

らにそのうちの 10 個は 6 月 10 日以降の 4.5 ヶ月間に，

また 9 個は 9 月 6 日以降の 4.5 ヶ月間のうちに終わって

いる．ただし，1976年 1月 13日の地震だけは例外である．

インド

インドで起きた 23 個の主要な地震のリストが，

“Earthquake History of India” のデータに基づい

て示されている ( 付録 10 を参照 )．そのうちの 13 個は

9/56 年周期で起きている ( 表６: 有意確率 <0.01)．より

明瞭なことは，そのうちの 10 個は 1 月から 8 月 30 日ま

での 8 ヶ月月間の間に起きていることであり，その期間

内で起こる地震の発生月の間隔は約 2.7 ヶ月である． 唯

一残念なことは，1850 年以前のインドで発生した地震に

ついての情報がないことである．

表６の左側にみられる 4 つの地震は，1，3，4 月の 3 ヶ

月間に集中している．また，右側の 7 つのうち，1967 年

12 月 10 日と 2005 年 10 月 8 日の 2 つを除けば他は 5 〜

8月の間に起きている．
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イタリア

イタリアの Instituto Nationale di Geofisica e Vulcanologiaは，

イタリアで起きた地震のカタログを提供している．その

中には，1750 年以降の M6.0 以上の 35 の地震がリスト

アップされている ( 付録 11 を参照 )．9/56 年周期表の

集中度から見ると，有意確率 <.01 レベルのものは見ら

れない．しかし付録 12 にあるように 35 の地震の中の３

つ ( これは主要な地震の 9% にあたる ) は，9/56 年周期

表内では 34% を占める．

台　湾

The Central Weather Bureau of Taiwan は，1900 〜 2004 年

に台湾で起きた M ≦ 7.0 の 39 の地震をリストアップし

ている ( 付録 13 を参照 )．それらの地震は，9/56 年周

期パターンの有意確率 <.01 レベル内には入らない．し

かし，わずかではあるが Sequence 6 〜 29 の間のもの

は 9/56 年周期パターンを示している ( 付録 14 参照 )．

Sequence 24【1784 〜 2008】内に 17 回の地震が起きて

いるが，そのうち７つが 9/56 年周期パターンを示す．

合衆国アラスカ洲

合衆国地質地質調査所は，1898 〜 2010 年にアラスカで

発生した 25 の大地震（M ≧ 7.5）のリストを公表した．

約 13 の地震が 9/56 年パターンに適合する（表７：有意

確率 <.01）．上位７つの地震（M ≧ 8.0）のうち，表に示

された６つの地震が期待度 1.5 を示す．

異常な地域

日本，英国，カムチャツカなど，有意確率が .01 以下で

9/56 年周期があてはまらない地域がある．しかし 9/56

年周期は，やや異なった形ではあってもすべての地域に

適用されるものとして，やがては確立されるであろう．

Parkfield Earthquakes

カリフォルニアの Parkfield Earthquakes は，アメリカ

の歴史上もっとも有名な群発地震である．この地震の始

まりは，1857 年 1 月 9 日である．それにつづいて同年 2

月 2 日，3 月 3 日，3 月 10 日，7 月 8 日・28 日に発生，

最後は 9 月 28 日であった．この地域では 1857 年以降，

1881,1901,1922 年と，20 〜 24 年周期で地震が発生して

いる ( 表 8)．1934 年と 2004 年に起きた地震は 20 〜 24

年周期からはひどくかけ離れている．黄道上の NB. の

値は E° として，それに対する月と太陽間の不規則な値

(lunar phase) は A° として表記してある．

Parkfield で起きた 5 回の地震イベントは，完全に 9/56

年周期の一つのセクター内で起きている ( 表９)．それ

らの 5つのイベントは 110 〜 185° の間の lunar phase を

有している．1881 年 2 月 2 日と 1934 年 6 月 8 日の 2 つ

のイベントは，それぞれ 041A° と 315A° という値を示す．

1857,1901,1922,1966 年に起きた 4 つのイベントは

44/65 年という太陽の周期に乗っている ( 表 10)．黄道

面上で地球の遠地点は206E°(1857年 )，202 E°(1901年 )，

337E°(1922 年 )，それと 340E°(1966 年 ) である．ちなみ
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にこの表のグリッドから外れている他の３つのイベント

では，その値は 095E°，120E° である．

全般的にみると，Parkfield での一連の地震は興味をひ

くものではあるが，ここからある結論を引き出さすに

は規模が小さすぎる．しかし付録 21 に示されるように

financial grids は非常に正確である．

ハワイの津波

National Geophysical Data Center(NGDC) のデータによ

れば，過去 200 年間でハワイの海岸を襲った高さ 1m 以

上の津波の記録を，9/56 年周期表に対応させることは難

しい．しかし，その中にはチリで起きた地震による津波

の記録もある ( 付録 16 を参照 )．そのうちの表１にリス

トアップされている地震の９つが 9/56 年周期の地震に

含まれている．また同様に，ハワイで観測された津波の

原因となったアラスカの地震が表７に示されている．

チリとアラスカの 9/56 年周期の地震の起こり方は非常

に異なっている．このことが，ハワイでの津波の周期が

なぜ 9/56 年周期表にうまく適合していないかを説明す

る上で重要なことである．さらにこのことと，日本やカ

ムチャツカでの地震のパターンが 9/56 年周期に当ては

まらないことが，ハワイでの津波を 9/56 年周期ではう

まく説明できない原因なのである．

Lander and Lockridge(1989) は，1815 〜 1975 年にハワ

イで観測された津波 >1m のカタログを提供している【付

録 17 参照】．表 11 のように，そのうちの 12 は 9/56 年

周期からは外れている ( 表 11)．８つはチリで起きた地

震 (表１にリストアップされている )起源である．

表 12 のような 18/56 年周期表には，NGDC がリストアッ

プしたハワイそのものを源とする津波の50%が含まれる．

ハワイの火山

キラウエアとマウナロアの噴火活動の開始は，米国地質

調査所によって良く記録されてきている ( それぞれにつ

いては付録18・19参照)．第13表に示されているように，

1823 年以来のキラウエア火山の 58 回の噴火のうち，23

回が 9/56 グリッド内で始まっていた．1843 年以来，マ

ウナロアでは 33 回の噴火が記録された．なお，表の中

では 11 回起きている．これら２つのデータを組み合わ

せると，有意確率 <.01 の噴火開始が 34 回あったことに

なる．ハワイ噴火の最大強度はが 9/56 年サイクルに関

連しているかどうかと見たくなるだろう．嗚呼，そのよ

うな元データは得られなかった．

非常に高い優位性が 36/56 グリッドを使って得られ

た．キラウエアとマウナロアは，グリッド 1 と 2 におい
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て 36 年周期で 28 回の噴火開始を経験した ( 有意確率

<10-5)( 付録 20 参照 )．グリッド 2 は，9 年でグリッド 1

に相対的に置き換わり ( すなわち，グリッド 2+9 年がグ

リッド 1を与える )，このようにして横に 9,27,9,27・・・

の繰り返しと縦の 56 年の繰り返しが混ざり合ったのか

もしれない (9-27/56 年サイクルとして示す )( 第 14 表

参照 )．

議　論

有意確率 <.01 の良い相関関係が，9/56 年グリッドと多

くの国の歴史地震一覧との間に成り立つ．それでも，い

くつかの国，例えば英国・日本・トルコ及びカムチャッ

カ ( ロシア ) では，9/56 年効果を示さなかったように，

結果は一致しなかった．いくつかの国で 9/56 年の優位

性がなぜ認められないのか，説明はないかもしれない．

9/56 年グリッドは，月 -太陽サイクルに密接に関連する．

ここで言うまでもなく，これは McMinn(2010a) によって

広く広まった．彼の論文は一読に値する．

黒点サイクル

9/56 年サイクルの年代を決めることは，財政 (McMinn，

1993)・ 地 震 (McMinn，2011a，2011b) や ハ リ ケ ー ン

(McMinn，2011c) に関して確立されてきており，これら

３つの現象すべてが黒点サイクルと関連づけられてき

た．Krivelyova & Robotti(2003) は，株式市場が大きな

磁気嵐の翌週に減少することを発見した．この結果は統

計的にも経済的にも意味がある．磁気嵐の効果の大きさ

は，国内でも世界でも同様に，年平均売り上げの 0.77 〜

4.4% の範囲内である．筆者によると，実質的なより高い

株式市場売り上げは，地磁気活動が穏やかな時期に記録

されてきた．

Hodges & Elsner (2010) は，黒点活動が最も高い 25% の

年に比べ，最も低い時に，米国の海岸に３つ以上のハリ

ケーンが上陸する確率が 20% から 40% に上昇することを

示した．もっとも黒点の多い年には，米国に１つ以上

のハリケーンが上陸する確率は 25% にすぎず，黒点の最

も少ない年には 64% に急上昇する．1973 〜 2010 年に，

Choi & Maslov (2010) は地震頻度が「太陽 [黒点 ]サイ

クルと密接に関連する」( 地震の起きる数が減少あるい

は最も少なくなる時期に黒点が増加する ) ことを発見し

た．筆者はまた，黒点 - 地震サイクルについてのさらに

多数の参考文献をリストアップした．9/56 年月 - 太陽サ

イクルと黒点サイクルとの関係は，未解明である．

惑星サイクル

惑星サイクルは地球から見るときわめて不規則である．

惑星が地震発生に大きく関与しているとすると，地震学

で発見された整った 9/56 年グリッドは発生しないはず

である．対照的に，月-太陽サイクルは繰り返しが可能で，

非常に正確に 9/56 年グリッドと同調する．さらに，惑

星は地球表面にきわめて弱い潮汐影響を与えている．そ

れは月と太陽の潮汐の影響より非常に非常に弱い．惑星

の弱い潮汐力は地震活動のノイズの中に検出できるかど

うか，議論の余地がある．年代調査では，惑星の弱い潮

汐力は地震サイクルにおいて未確立である．しかし，こ

れからの研究がこのような研究成果を逆転するかもしれ

ない．これは黒点出現頻度の解析を通じて達成できるか

もしれない．それは直接的には木星サイクルと結びつい

ている (ウィキペディア )．

緯度方向への移動

赤道を挟んで南北の同一緯度で地震サイクルが類似して

いるかもしれない．黒点サイクルが，緯度方向への移動

の最良の実例を提示してる．新しいサイクルの開始時に，

黒点は主に太陽赤道の南北約 40° に発生する．これらの

黒点は，サイクルが南北約 15° で最も多くなると，活動

の増加に伴ってより低緯度にも出現する．このピークは

黒点が赤道方向に移動するに従って衰える．活動が最小

になる時，新しいサイクルの黒点が緯度 40° で作られ始

める．さらに古いサイクルのものは赤道近くに発生する．

すべてのサイクルにおいて黒点は高緯度から赤道へ次第

に漂流する．緯度方向への移動は，地球の地震サイクル

を明らかにする基本原理と関わっているかもしれない．

プレートテクトニクス

大陸の分裂や衝突を究明するにあたって，月と太陽が影

響を与えるか否か，疑問が生じるかもしれない．地球表

面のアフリカ大地溝帯，大西洋中央海嶺あるいはヒマラ

ヤの形成の原因は全くの憶測であり，熟慮が必要である．

火山

9/56 年噴火サイクルはこれまでの筆者によって始めら

れた研究で立証されたものではない．主に国立地球物理

データセンターからのすばらしいデータに基づいて，2，

3 の好ましい 9/56 年に関連するものが達成されただけで

ある．いくつかの国あるいは地域が 9/56 年地震サイク

ルを示したが，同様な火山サイクルは生じていない．し

かしながら，ハワイでの噴火の開始は， 第 13・14 表そ

れぞれにおいて，9/56 と 36/56 年グリッドとの相関関係

があった．最後に，9/56 年地震サイクルが非常に長期間

にわたってどのように変化してきたかが，数世紀にわた

るデータ一覧から評価されるかもしれない．月 - 太陽サ

イクルに明らかに経年変化を与えるこのような傾向が生

じているはずである．

結　論

9/56 年サイクルは，北アメリカ南西部 (McMinn，2011)・

チリ・アルゼンチン・オーストラリア・ニュージーランド・

フランス・アイスランドやインドのような世界中のいろ

いろな国や地域で確立されてきた．イタリアと台湾に関

しては，完全な 9/56 年グリッドの大断面は，また有意

確率 <.01 において意味のある非常にわずかな地震に抑

えた．米国のいくつかの州でリストされた地震が 9/56

年効果を示したが，アラスカ州を除いて本論には含めな

かった．そのような好ましい発見にも関わらず，いくつ
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かの一覧表では，有意確率 >.01 の 9/56 年効果が見られ

ず，これは日本・英国やカムチャッカ ( ロシア ) で明白

である．9/56 年サイクルは，世界中に適用するために合

理的に仮定されているが，月 - 太陽の潮汐効果に起因す

る多様な 9/56 年パターンがある．これは数カ国で観察

されず，9/56 年効果を生じることの説明を提案できない．

チリとアラスカで発生したハワイの津波は，それぞれ表

１・７のように優先的に 9/56 年グリッド内に発生して

いるかもしれない．その上また，ハワイの火山噴火の始

まりは 9/56 年と 36/56 年グリッド内に優先的に起きて

いる．津波と噴火に関して，9/56 年パターンの調査は，

著者によって非常に詳細に調査されてきたわけではな

く，この出来事はより完全に研究されていくだろう．

McMinn(2011a，2011b) の発見とこの評価は，世界中の大

地震発生時の 9/56 年サイクルを広く支持している．し

かしながら，この現象の現時点での理解は，きわめて限

られており，さらなる追跡調査が必要である．

謝辞 : 筆者は，査読をしていただいた査読者と編集者

Dong Choi 氏の 9/56 仮説への支持をいただき，感謝する．

これらの情報は，もっとも評価されている．
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Appendix 21

財政グリッド

筆者は，重要な財政的事件に関して確立されたグリッ

ドと同様，地震グリッドを発見することを望んでいる．

２，３の地震グリッドができあがった可能性があるが，

いずれも著しく正確というわけではない．対照的に，詳

細な財政グリッドはできあがっていて，興味のある２，３

の例を示しておこう．NB：１日の騰落（annual one day 

= AOD）が，3月 1日にはじまる 1年におけるダウジョー

ンズ工業平均指標（Dow Jones Industrial index = 

DJIA）の単日変動の最大 %と定義される．

2-8/60 年グリッド

DJIA AOD のいくつかの下落（≧ -3.60%）が 1910 〜 2000

年の 10 月に発生し，それは２，８，60 年間隔の明瞭な

周期表をかたちづくる（表 A 参照）．６つの事件は満月

あるいは新月の前に起きていて，偶然では起きえない精

密なパターンを示す．DJIA AOD は 1929，1937，1987，

1989 および 1997 年に高騰し，それらはすべて対応する

AOD 下落の 2，3日後に起きた．1927 年の AOD にともなっ

て起こった異常は，9月 6日の +2.95% であった．

表 Aに示されるグリッドは，11 年ごとに右側に移行する．

こうして，ブラックオクトバー中の 2008 年 10 月 15 日

に AOD が下落（-7.75%）した．この日から 60 年を差し

引くと，1948 年 11 月 3 日の AOD 下落（-3.85%）になり，

それはトルーマンの大統領選での驚愕的勝利が株式市況

を急落させた時であった．

1929 〜 1987 年の平行現象

1929 〜 1987 年には，合衆国財政史上で最大の株式市場

のパニックが起きた．顕著な平行現象が記録的変動の間

でみられ，AOD の騰落と１日での大規模な急落がおきる

（表 B 参照）．これらの事件はそれぞれ，太陰暦で 717.0

月の間隔になっている．

1987，1997 および 2007 年の危機

1987，1997 および 2007 年の金融危機における騰落の間

隔はとくに注目すべきで，表 Cに示される．

地震と火山活動における月と太陽の周期 :文献のレビュー
LUNAR AND SOLAR PERIODS IN EARTHQUAKES AND VOLCANISM: A 

REVIEW OF THE LITERATURE

Martin KOKUS   martinkokus@yahoo.com
 

（柴　正博・久保田 喜裕 [ 訳 ]）

要　旨： 何十年もの間で，太陽活動のレベルと同様に，地震の勃発と地球，月と太陽の位置の間には強い相関関係が

あった．少数のより弱い相互関係が標準的な理論に取り入れられることができる一方，さらもっと強くてより支配的

な関係が重力とあるいは地質学の受け入れられた理論の中には未だに説明されていない．地震活動と太陽の位置，月

の位置，太陽活動の間の肯定的な相互関係を示すおよそ 200 の文献がある．それらの 2 分の 1 以上がプレートテクト

ニクスと不適合である．

 著者は以前に，地球膨張モデルに関してこれらの関係を説明した (Kokus 1993， 1998， 2001 and 2011)．ここでの

私の意志は，この文献をより大きくの聴衆に提供することである．それの多くは，いくつかがもう存在しない無名の

雑誌で発表された．その極めて少ししかオンラインでなく，Google の検索でも現われない．多くの現在の研究者は，

80 年前にすでに発見された現象を再発見している．

キーワード：Tidal triggering， lunar triggering， solar triggering， seismic cycles， earthquake cycles， earthquake prediction
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はじめに

歴史を通じて人類は，地震と火山噴火に関する外見上の

手当たり次第の自然の法則を求めた．太陽と月が属する

周期との相互関係を探すことはただ自然であった．多く

の研究者が独立して類似のパターンを考えた．これらの

パターンのいくつかは，地震をもたらしている通説 ( 大

陸漂移 ) のとおりに動いていたプレートに対して，海あ

るいは地球の潮汐がさらに「厄介もの」を提供している

モデルと説明されてきた．けれどもこれにもかかわらず，

非常にしばしば問題がある．研究者はしばしば因果関係

を得るために，潮汐の最高点に対する「位相」を加える

必要性を見いだした．この位相はしばしば，地震が最高

潮汐ストレスの 3 日以上先行して起こるというような，

非現実的な解釈を行っている．

支配的パターンは，プレート運動が局地的な潮汐応力に

よって引き起こされるのではなく，潮汐が種々のプレー

トの慣性モーメント効果によって，そして地球全体の表

面積として地球の回転に対するそれらの効果によって引

き起こされるという地質構造のモデルを示唆する．

地震のパターン

標準的な理論では，地震と火山噴火は任意の事象として

取り扱われる．地震の予測にあたるたいていの研究者は，

どんな非任意的なものも潮汐によってもたらされるもの

は小さい変化であろうと想定している．彼らは彼らが無

視した主題に関する文献の深さと自己一貫性に普通驚か

される．地球と，太陽と月の位置と，太陽活動と，地震

活動との間には強い関係があり，それらの大部分が局地

的な潮汐応力によって説明されることはできない．これ

らの関係は，Bagby (1960-1975) により兆候，あるいは

Tamrazyan (1957-1993) により cosmolocations と呼ばれ

たものに参照される．以下に兆候の原型を記述する．

潮汐の性質

地球が太陽の回りを回転するとき，遠心力と重力は地球

の中心において完全にバランスされている．太陽から遠

い側では，太陽の重力はより弱く，遠心力はより強い ;

そのために，外側に膨らむ．太陽に近い側では，太陽の

重力は遠心力より強いので，太陽に向かっておおかた最

初のと等しいく外側へ膨らむ．地球は太陽と月の両方か

らの膨らみをもつことになる．膨らみの大きさは地球か

ら潮汐を作り出している物体まで距離によって変化す

る．膨らみの位置は，地球の赤道に関連して太陽と月の

位置に対する地軸の方位で変化する．月が地球の軌道に

乗るときには，太陽と月の潮汐の間にまた複雑な相互作

用がある．地震の兆候を説明する最大の困難は，この相

互作用に帰せられる潮汐変化である．

地球が回転するとき，その異なった部分は膨らみの異

なった部分を通過する．ある地方は 1 日に 2 つの潮汐の

膨らみ (1 日の変化 ) を通過するだろう．膨らみの規模

は月のサイクルの半分の周期 ( 隔週変化 ) と月と太陽へ

の距離で変化するだろう．潮汐周期についての精密な論

理についてはLongman (1959) or Pollack (1973)を参照．

潮汐，太陽活動と地球の自転

地球はその軸の周りを 23 時間 26 分ごとにおよそ 1 回転

しているが，この速度は一定ではない．1 日の長さは 1

ミリ秒のオーダーで変化する．この変化は太陽と月の位

置によって起こされる．太陽と月の位置が変化するにつ

れ，潮汐の膨らむ場所が変更される．潮汐の膨らみの位

置の変化は，順番に，地球の慣性モーメントに影響を与

える．角運動量は保存されるため，自転速度が変化する．

回転するフィギュアスケーターを想像してください．彼

女が腕を伸ばしているとき，彼女の慣性モーメントは最

大になり，彼女はゆっくりと回転する．彼女が彼女の回

転軸に向かって腕を縮めると，彼女の慣性モーメントは

減少し，彼女はより速く回る．彼女の腕が，彼女の頭の

上にあるか，彼女の脇で下がっているか，あるいは彼女

の胸で組まれているかどうかは重要ではなく，質量が回

転軸の近くに持って来られる限り効果は同じである．

地球の潮汐の膨らみはフィギュアスケーターの腕と同じ

効果を持っている．潮汐の膨らみが地軸の近くに持って

来られるか，あるいはその大きさが減少させられるとき，

慣性モーメントは減少し，地球は自転速度を回復する．

潮汐の膨らみは，赤道からの距離を増すことによって，

軸により近くに持って来られる．月とまたは太陽の赤緯

( 赤道から天体までの角距離 ) が増加したときにこれは

起こる．太陽と月がお互いに対して直角をなすとき ( 第

1 と第 4 象限 ) あるいは月あるいは太陽がもっと遠くに

あるとき，潮汐の膨らみは減少する．

表 1 に地球の回転についての原則的な周期と 1 日の長さ

のおよその変化を示す．[1 日の長さの変化に関するより

詳細な議論は Munk and McDonald (1960)， Yoder et al． 

(1981) and Kokus (1988c) を参照]．これらの期間のピー

クは時折一緒に付け加わり，そして結合されたピークの

期間については表 1で同じくリストした．

太陽活動は，地球の回転に対する測定可能な効果を同

じく産み出す．太陽のフレアがあるとき，大気は膨張

し，その慣性モーメントは増加し，そしてこれはその速

度を遅くして地球上に障害を産み出す．地球は，太陽活

動が最小限だった 2 年か 3 年後に，最大の自転速度に達

する．太陽活動が高い期間には，地球がよりゆっくりと

回転するが，これは同じくそれがその最も大きな減速

率を経験する時でもある．これらの現象は，Sytinsky 

(1963-1982)， Kalinin (1974)， Kalinen and Kiselev 

(1976)， Gribben (1971)， and Currie (1980) によって

記載されてきた．
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海洋潮汐

Leypoldt (1941) と Berg (1966) はともに海洋潮汐は

付近の地震に関係しているという事実を提示している．  

地球潮汐と地震現象

固体地球の潮汐は，規模がきわめて小さいものは除いて，

ほとんどが海洋で起きている．通常のモデルによれば，

地球潮汐力は地震を起こす造構力よりはるかに小さい．

しかし，それは " ラクダの背を折る麦わら "( 限界を超

えさせる出来事 )かもしれない．Davison (1896, 1934a, 

1934b and 1938), Oldham (1903), Fuller (1912), 

Yamaguti (1931), Allen (1936), Stetson (1937), 

Mount Serat (1940), Hoffman (1961), Robson (1962), 

Ryall (1968 and 1981), Shlein (1972), Filson (1973), 

Kayano (1973), Bloxsom (1974), Sauck (1975), 

Tamrazyan (1974), Heaton (1975), Klein (1976), 

Dzurisin (1980), Mohler (1980, Souriau (1982) 

Palumbo (1986), Ulrich (1987), そして Cochoran et 

al. (2004) は，浅発地震と地球潮汐との間に顕著な相関

を見いだした．Stetson (1935) は深発地震と潮汐との

間に顕著な相関を見いだした．Mauk and Kienle (1973), 

Mauk and Johnston (1973), McNutt and Beavan (1981 

and 1984) and Lowenstein (1987) は，潮汐と火山噴火

とに関連を認めた． 

潮汐が引き金となる浅発地震は，Knopoff (1964), 

Willis (1974), Shudde and Barr (1977), Shlein and 

Toksoz (1970)，Simpson (1967a) および Heaton (1982) 

によって否定された．Spitaler (1937) と McMurray 

(1941) は，地球潮汐と深発地震との関係を見いだすこと

はできなかった．Semmola (1898) は Vesuvius 山の噴火

に月周期を見いだせなかった．  

なぜ研究者が異なると違った結果になるのか．肯定的

な研究は非常に限られたタイプの地震に注目しがち

で，最大潮汐応力場と地震発生との間に相差を認めてい

る．Allen (1936) はそのことをこのように言っている : 

“ 第 2 の障壁 ( 潮汐が引き金であることを受け入れるこ

と ) はずっとアイデアとして言われてきたが，いまでは

消えつつある．そのアイデアとは，もし月の効果が存在

するならば，全地球上に同様の作用が現れるはずで，そ

れは，関連断層の走向や傾斜 ( 倒角 )，あるいはこれら

の断層上に作用する地球応力の性質に無関係である，と

いうものである．結果として，全球の統計データは，月

効果の可能性を疑うものによって集められ，そのような

ケースを証明するに至った．この手法では，自ずと異な

る断層系では異なる影響を及ぼさず，結果として，取る

に足らない小さな相関しか現れない .Klein (1976) は同

様の指摘をした ." 潮汐の引き金を立証するという意義

のあることに失敗してきた方法は，広大な地理的地域か

ら膨大な数の地震を使用した点にある．限られた地域や，

あるマグニチュードの範囲，あるいは余震のような特殊

なタイプの地震はどんなものでも，潮汐との関係につい

ては，膨大な数の無作為の地震の例を平均化することに

よって覆い隠されてしまうだろう．"

否定的な研究は論理的な誤りをも生み出してしまう．彼

らは，太陽と月が地震を引き起こすことができるただひ

とつの作用は，断層での地球潮汐の影響と考えている． 

 

毎日，観測している研究はほとんどいつもある現象がみ

られる．隔週の潮汐との関係を見いだす研究は多くの場

合，困難である．月位相との関係を見る研究のほとんど

は，しばしば潮汐効果に矛盾するような現象が最低でも

ひとつ見られる．長間隔の月位相 (>4.4 年 ) との関係を

見る研究は，最高潮汐の周期との間に相関は見られない

が，自転率に関係する周期との間に相関がみられる．自

転率周期は最高潮汐に関連した半周期である． ( 換言す

れば，9.5 年周期はきわめて顕著に現れ，19 年周期はせ

いぜい 1週間である .)  

地震の日周期

異なった地域の多様な背景のもとで，非常に多くの研究

者たちによって確認された多くの地震データがある．最

も混乱させるもののひとつは日周期である．Aristotle, 

Davison (1938), Shimshoni (1971), Kokus (1988b), 

Zhuravlev et al. (2006), Gravilov et al. (2010),  

そして Sidorin (2010) は，夜に地震活動が増えること

を観測してきた．ある場合には，このことは夜間にはノ

イズ発生源がなくなるため，観測精度が上がったためと

説明されるかもしれないが，多くの場合は否である．

このことを説明すると思われる重力や地質に関する一般

的な学説のどんなもののなかにも，既知のメカニズムは

全く見当たらない．このことが意味することは，太陽の

反対側の地球上の地震が増加すると言うことである．潮

汐応力は，太陽へ向かう方と離れる方の両方で，おおよ

表 1 地球回転のサイクル
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そ対称であるため，常態を逸することがある．また，大

規模な潮汐力をもつ月には同様の現象はない．  

しかし，この現象には奇妙な側面さえ見られる．Sidorin 

(2010a, b & c) は，包括的ないくつかの研究の中で，

地震の日周期は昼夜平分点から至点の間は位相が狭い範

囲に変化する．地震のピークは，地球の季節が変わる際，

深夜の少し前から少し後へ ( あるいはその反対 ) 急に

変化する．このことは，非ニュートン力 / 非アインシュ

タイン力が地球回転の不規則な運動量とその軌道の不規

則な運動量の結合に関連するかもしれないことを示唆し

ている．電磁的相似を考えてみよ．地球が網状電荷をも

つと仮定してみよ．地球の自転のため磁場が形成され，

軌道の運動のため別の場が形成されるであろう．その２

つの場は，異なる時期に異なる場所で，加わったり無く

なったりするであろう．それらは四季に対応して，４つ

の明瞭なパターンを生み出す． 

地震周期と月位相

月位相と地震活動との関係には，多くの言い伝えがあ

る．その多くにはいくつかの真実があることが分かっ

ている．我々が繰り返す火山や地震をみる時，３つの異

なった様式があることに気づく．地震現象は満月と新

月，あるいは第１四半期と第４四半期，それとも太陽

と月のなす角度がほぼ 135° ないし 315° のとき，集中し

て発生する傾向がある．満月と新月の兆候はこれまで

ずっと被ってきた潮汐応力に適合している．月の第１四

半期と第４四半期を含む地震の兆候は，Wood (1918), 

Jaggar (1920-1947), Hawaiian Volcanic Observatory 

(1927), Davidson (1938), Johnston and Mauk (1972), 

Mauk and Johnston (1973), Hamilton (1972), Sauers 

(1986a), Ritter (1987), Kokus and Ritter (1988) そ

して Kokus (1988b) によって，見いだされた．135° お
よび / ないし 315°'s に集中することは，Henry (1917), 

Allen (1936), Bagby (1975b), Ritter (1987) そして 

Kokus (1988a) によって報告されてきた．  

地震と食

地震現象に関する食に関する伝承は，アリストテレスか

ら Matthew の書物，Disney のファンタジア，さらには不

確かな事象まで多くに及ぶ．しかし，公表されてきた厳

密な研究はほとんど無い．米国西部の大地震の例では，

Kokus (1988b) が食との一時の相互関係には 0.97 の相

関性があることを見いだした．   

地球の自転の多様性に関連した地震周期

太陽潮汐は，地球の自転にみられる年周期や半年周期の

原因となっている．これらの周期をもつ地震の多様性は，

Spalding (1915), Conrad (1933 and 1934), Davison 

(1893, 1928 and 1938), Morgan et al. (1961), Eggars 

and Decker (1969), Shneiderov (1973), DeSabbatta 

and Rizzati (1977), McClellan (1984) ， そ し て 

Stothers (1989a) によって観測されてきた．  

4.42 年毎に，月は同時に赤道上にあり，地球に最も近

い軌道上の位置にある．Jaggars (1945), Bagby (1972 

and 1975b), Winkless and Browning (1975), Rinehart 

(1973) そして Roosen et al. (1976) は，すべて地震

の 4.42 年周期を見いだした．  

9.3 年毎に，半交点周期と半恒星周期 (half-nodical 

and half-sidereal terms) は同位相にある．Jaggar 

(1945), Ward (1961), Lamakin (1966), Hamilton 

(1973)，そして Shirokov (1973 and1983) は，噴火と地

震にほぼ 9.3 年周期を見いだした．  

9.5 年毎に半年恒星周期および半恒星周期 (the half-

yearly, and half sidereal terms) は，同じ月 - 太陽

角度では同位相にある．これは恐らく最も珍しい期間

であるが，最も顕著な現象を伴うもののひとつである．

Hamilton (1973) は火山噴火に顕著な 9.5 年周期を見

いだした．Stothers (1989b) は火山周期の日単位にま

で及ぶ最も詳細な研究を行った．400 年以上にわたる世

界の 380 の事例とともに，彼はかなり信頼できるレベ

ルで 9.5 年周期を発見した ( 彼は 9.3 年周期は認めな

いであろう )．このことはとくに注目すべきだ．なぜな

ら，彼の研究が示すように，彼は 11 年周期を追い求め

てきたからだ．Kokus (1988c) は，周期研究の基礎とい

う論文の中で，火山塵被覆率 (the volcanic dust veil 

index) から気候変化や生物総数，農業生産，さらには仕

事にまで，9.5 年周期を描き出してきた．  

地球の自転は最大 11 年の太陽黒点周期とともに変化す

るが，太陽フレアによる急速な減速が周期の活発な時期

を通じて普通に見られる．研究者が地震活動のピークを

太陽黒点の最大と最小の両方に見いだしてきたことは疑

いがないだろう．Kluge (1863), Poey (1874), Swinton 

(1883), Koppen (1896 and 1914), Espin (1902), 

Jensen (1902 and 1904), OReilly (1899), Lyons 

(1899), Davison (1927 and 1938), Jaggar (1931 and 

1945), Stearns and MacDonald (1946), Dewey (1958), 

MacDonald (1960), Machado (1960), De Mendoca Dias 

(1962), Sytinskiy (1966,1973a, 1973b and 1982), 

Simpson (1967b), Tamrazyan (1968a), Gribben 

(1971), Abdurakhomanov et al. (1974 and 1976), 

Kalinin (1974), Bagby (1975a), Kalinin and Kiselev 

(1976), Singh (1978), Jakubcova and Pick (1987), 

Barsukov (1988), Stothers (1989b), Kokus (1988a 

& b), Gousheva et al. (2003), Kolvankar (2008), 

Kolvankar et al. (2010), そ し て Choi and Maslov 

(2010) は，多様な事例や太陽活動の 11 年周期のなかに，

地震活動との関連を見いだした．Feyman et al. (1984) 

は，太陽黒点の 88 年 Gleissburg 周期との相関関係を

見いだした . ( 地震活動の周期に関するより詳細な議論

は Kokus 1989 参照 .)   
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完全な宇宙空間における地球 -月整列

Sadeh (1972 and 1978), Sadeh and Meidav (1973), 

and Shirley (1986b, 1986c and 1988) は増加する地震

活動と遠い星から測定した地球からの月の位置との関係

を発見した．Mast(1972) と Hunter(1978) はこの関係に

ついて論争した．月の位置は春分点に一致した活動の増

大に関連づけられた．そのため，この顕著な整列は，地

球の慣性モーメントが増大するように作用する地球の赤

道を越える月による潮汐膨張に由来するとされてきた．  

典型的な地震の兆候

地震の兆候は３つの基本的な型に分けられる．1) 月の近

地点のような他の要因のため潮汐膨張が強められる時，

満月と新月付近に多発する事象．これらは充分に潮汐の

きっかけとなるであろう．2) 地球の内部モーメントを最

小にし，自転率が最大になることに関連する他の要因と

ともに，月の第１四半期と第４四半期付近で多発する事

象．このことはまた，海洋と大陸プレートの内部モーメ

ントの差を著しくする方向へ働く．それはまた，潮汐の

規模と地球の全表面積を最小にする．この兆候は一般的

な学説とは相容れない．3) 月 - 太陽角が 135° と 315° 付
近で多発する事象．これは世界で最も研究されている断

層 - サンアンドレアス断層上の Parkfield −での地震の

発生様式である．これらの地震は，太陽黒点が最小，あ

るいは地球の自転率が太陽周期を通じて最小に達したと

きの後，約 2年で発生するようにみられる．Kokus (2006) 

は，このことは潮汐膨張が地球の中心と月の中心とを結

ぶ直線から最も離れたときに起こることを示した．この

ことは，月が地球の自転軸に垂直な 潮汐膨張を強く起

こすねじれを最大にするであろう． 

私の提案

私は NCGT の読者らが本論の文献目録を更新し，抜け落

ちている文献に注意を向けさせてくれることに協力して

くれることを望んでいる．私はまた，この分野の研究者

が古い文献を調べ連絡してくれるなど，多大な協力をし

てくれることを信じている．これに関するどんなことで

もすべての協力に感謝する．若手がこの事業を引き継い

でくれることを最も望んでいる．  

謝辞　最初の文献リストを作成してくれた William 

Corliss に感謝したい．  
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要　旨：地震の発生にかかわる地球潮汐の影響をみいだすための研究によって，世界時 (GMT) でみた太陽位置が，太

陽 - 地球 - 月のなす角度とともに地震と月の間の距離に関係していることがみいだされた．この論文は，まず世界の

40 ヶ所以上の地震活動が活発な地域の地震データを検討し，次いで，上述の関係性について詳細を述べる．これらの

多くの地域において 1973 〜 2008 年に発生した地震のほぼ 98% が，太陽 - 地球 - 月角とともに，太陽位置と地震 - 月

距離に直接的関係性を示す．00 〜 24 時の時刻変化にしたがって，多くの地震の 2 つの変数─地震 - 月距離の合計お

よび太陽 -地球 -月角の変化 (360° 表示 )─をプロットすると，明瞭な 45° の線的関係があることが判明した．

キーワード：地球 - 月距離 (Earth-Moon distance: EMD), 太陽 - 地球 - 月角 (Sun-Earth-Moon angle: SEM)，固体地球潮汐，地震，

地震の引き金作用

まえがき

多くの研究者が，地震発生にかかわる太陽と月の影響に

ついて研究してきた．彼らの多くは，太陽と月それぞれ

の影響を認定した．幾人かの研究者は，地震や火山噴火

に先だつ EM［electromagnetic］放出 (1 日あるいは半日

周期 )を報告した (Kolvankar et al., 1992)．半日周期

の EM 放出は，普通に観測されてきた．しかし，１日周

期のものはほとんど観測されないことも知られている．

これら２つのタイプの EM 放出は，たいへん広い周波数

帯（VLF 〜極超短波［microwave］）で観測される．1986

年 11 月の三原山火山噴火の先駆現象として，低周波 EM

放出が報告された (Yoshino and Tomizawa, 1989)．HF

帯における電波放出が，1960 年 5 月 22 日のチリ巨大地

震に先行して観測された (Warwick et al., 1982)．同様

な電波障害現象は，極超短波帯をつかったアポロ月震実

験でも報告された (Bulow et al., 2005)．神戸地震の前

兆が，VLF 電離圏下底の高度変化に現れた (Hayakawa et 

al., 1996)．UHF 帯における電波障害が，インド Gujarat

州 Valsad 地域での 1991 年地震群に先だって，また地震

の発生期間中にも観測された (Kolvanker, 2001)．この

ようなタイプの電波障害のほとんどは地震発生日に観測

され，地域ごとの月時刻でみると等間隔で発生し，それ

らは，太陽の位置によって励起されていると結論された

(Kolvanker et al., 2010)．

多くの研究者によって観測された日出と日没時における

1 日周期の EM 放出にもとづいて，地方時を用いた地震

データの 24 時間配列が試みられた．このデータは，00

時 ( 真夜中 ) 〜 06 時に地震発生が集中し，1 日の大気

温に逆相関する傾向を示す．それは，大気温の変化に

敏感な地球磁場の水平成分の影響を指示する．この現

象も，現地における太陽位置に依存しているわけある

(Kolvankar et al., 2010)．

月は太陽よりも大きな引力を地球に及ぼし，多くの研究

者は月が地震発生に影響することを示してきた．観測結

果によると，月が遠地点および近地点にある時に，多く

の月震が発生する (Lammelein et al., 1977;Runcorn, 

1977;Bullow et al., 2005;Latham et al., 1971)．中

国の 2，3 の地点では，地震がある一定の惑星配列時に

発生することが指摘される (Li, 2006)．月の周期とそれ

らの地震への影響は，詳細に研究されている．地震は，

月が遠地点から近地点に向かうにつれて，また満月に近

づくにつれて，確実に増加することが知られている．昇

月点から次の昇月点に向かう月の運動も，ある特定の地

震発生パターンを生み出す．大地震は，近地点が満月・

新月に一致する時に，遠日点が同様の組み合わせの時に

比べてより多く発生する (Kolvankar et al., 2010)．

太陽および月の両者による地球天体への潮汐効果は，最

近になって公汎に研究されるようになった．しかし，た

いへん古いデータ (1900 〜 1950) を用いた Tamarazyan

は，巨大地震が太陽および月の潮汐に関係して発生する

ことを示した (Tamarazyan, 1968)．本震に先だつ期間

において，前震の発生と現地時間における月・太陽角度

に対応関係がみいだされた (Gao, 1996)．サンアンドレ

アス断層に関するある研究は，潮汐をもたらす重力性曳

力と地下における小規模な連続微動 [tremors] との間の

関係をみいだした．丹波高原における微小地震活動は，

1995 〜 1996 年の新月と満月の後で増大した (Iwata et 

al., 2002)．浅発地震や小規模地震が地球潮汐に関係す

ることは，多数の出版物によって確立している (Metivier 

et al., 2008;Cochran et al., 2004)．Tanaka は，スマ

トラで発生した３つの巨大地震─ 2004 年 12 月 26 日 (Mw 

9.0)，2005 年 3 月 28 日 (Mw 8.6)，および 2007 年 9 月

17 日 (Mw 8.5) ─に先行して発生した潮汐由来地震を観

測した．統計解析は，大規模地震の発生よりも数年〜 10

年ほど前の地震が良い対応関係をもつことを示した．そ

して，この対応関係は，本震発生後に消失した (Tanaka, 

2010)．Hayakawa et al. は地震現象に対する潮汐効果を

研究し，EQ の前にリソスフェア ULF 放出が月の位相に同

期する明瞭な最大 - 最小 - 最大を示すパターンを解明し

た (Hayakawa et al., 2009)．

全地球の地震カタログ (NEIC-USGS) から抽出された 50

万個以上の M2.0 〜 M10 地震について，地球潮汐による

地震励起パターンの特徴が研究された．この研究は，異

なるパターンの地震励起が，さまざまな期間，規模，震度，

緯度・経度とどのように相関しているのか，を検証する

ために企画された．その結果によると，地球潮汐はすべ

ての深度における M5.0 以下の地震を励起する．満月前

後の地球潮汐によって加えられた側方応力は，新月時の

地球潮汐による応力よりもより効果的であることがみい

だされた．しかし，新月前後の時期には， 10km 以浅での

M3.0 以下の地震が月と太陽の複合引力によって励起され

ている (Korvankar et al., 2010)．

地球潮汐研究に用いられる研究方法
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地震発生への地球潮汐の影響を研究するために，横軸に

新月 - 満月 - 新月 (NM-FM-NM) を，縦軸に地震がプロッ

トされた．地震カタログに記載された各地震に対応する

月位置 (経度 )が与えられ，地震がプロットされる前に，

SEM[Sun-Earth-Sun] 角の値が加えられた．地震発生に対

する地球潮汐の影響を研究するために，360° の地球自転

と地球を廻る月の公転を示すために合計 96 段階の区分

が用いられる．地球自転と地球を廻る月の公転を考慮す

ると，新月と満月の SEM 角はそれぞれ 0° と 180° になる．

Y 軸に示される地震数は，96 段階の 1 つに含まれる地震

の累積である．地球潮汐の影響を解明するために，期間，

緯度，経度，地震規模，深度などのさまざまな組み合わ

せが検討された (Kolvankar et al., 2010)．

この研究によって，地震プロットの水平成分の変化 NM-

FM-NM( それぞれ，-180°，00°，+180° で示される ) は，

ある地震活動が活発な地域ごとの小領域から抽出された

地震発生時刻に関する意義をもつ．この論文は，この現

象を詳細に研究・探求する．

世界各地の地震活動が活発なさまざまな地域に関する

データの研究

図 1 は，世界の地震活動図である．ここで私たちは，世

界各地における地震活動の活発な小領域 ( 図では緑色表

示 ) の地震を XY 図にプロットする計算を行った．その

X 軸は [ 地震と月との距離 (A)] と [ 約 12.12°/ 日ごとの

月の東方移動 (B)] の合計を，Y 軸は GMT 時で表示された

太陽の位置を，それぞれ示す．簡便のために，以下では，

量 (A) を EMD(earthquake-Moon distance 地震 -月距離，

図 1 世界地震図 (NEIC-USGS の好意による )

すなわち地球経度─月経度 )，そして量 (B) を月移動 (図

1 に図解，太陽 - 地球 - 月の角度 =SEM 角を示す ) とよぶ

ことにする．図 2 は，新月 (NM) から満月 (FM) をへて次

の新月 (NM) へと位相が変化する時のさまざまな月位置

に対応する SEM 角を示す．

ここでは，EMD と SEM の個々の量が時間とともに変化す

ることに注意が払われるべきである．地球の自転のため

に，任意の地震位置に対応する EMD は 24 時間のうちに

ほぼ 360° 変化する．いっぽう月は，24 時間のうちに約

12° の速度 (SEM) で東方へ移動する．したがって，いか

なる地震位置に対しても，24 時間の地球自転中に多数の

地震発生の可能性がある．

図 2 新月 (NM) から満月 (FM) をへて次の新月 (NM) へ月が変化す

る過程で，さまざまな月の位置に対応する SEM 角．
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(EMD+SEM)vs GMD 時刻 ( 太陽位置 ) を示す地震プロット

を図解するために，私たちは緯度範囲が異なる組み合わ

せをもつ地震活動が活発な２，３の地域を選んだ．地球

上には地震活動が活発な地域がたくさんあるが，それら

は -180° 〜 +180° にわたる全経度範囲にひろがっている

わけではない．地球のさまざまな地震活動域における

(EMD+SEM)vs GMD 時刻の 24XY 地震図群が図 3〜図 6に示

されている．これらの図は，緯度および経度範囲のさま

ざまな組み合わせで描かれている．これらの図は，地震

活動域ごとに，簡便のために適宜，期間を選択して描か

れている．緯度・経度範囲，期間 ( ほとんどは 2000 年

のデータ )，地震数などの情報は，各図の上端に示される．

表 1 は，1973 〜 2008 年における地震数 (earthquake 

count = EQ COUNTS) とともに，世界中のさまざまな活発

な地震活動域の位置 ( 緯度 - 経度範囲 [Lat-Long]) を示

す．この表は，横軸 (° で表示 )に EMD+SEM 角として表示

された位置ごとに，図 3 〜図 6 のすべてに対して GMT で

00 時にはじまる平均地震数を与える．これらの図にお

いて，GMT 時刻は 00 〜 24 時で変化し，(EMD+SEM) 量は

-180° 〜 +180° の全範囲にわたって変化する．GMT での

00 時の計測は経度範囲ごとに変化する．これは太陽位置

によるもので，経度が変われば角度が違うように見える．

各図のように，さまざまな経度範囲 ( 約 10° 幅 ) ごとに

描かれた地震は，ある細長い領域を占めている．これ

らの図のほとんどで，分散的に分布する地震は 2% を超

えない．ただし，それらのうち２つの図─ Lat (+45° 〜
+60°) / Long (-170° 〜 -160°) と Lat (+35° 〜 +45°) / 
Long (+65° 〜 +80°) ─においては，地震プロットはより

分散的である．他のすべての図では，地震の 98% が 45°
で傾斜した帯状領域にプロットされる．前述したとおり，

経度範囲が異なると別の帯状領域を占めることになる．

180° を中心に両側 10° 幅 (+170° 〜 +180° および -180° 〜
-170°) の経度範囲に描かれたプロットは，原点と対角を

結ぶ 45° の帯状領域を占める．他のすべての地震プロッ

トは，地球の経度が +/-180° で接合するために，2 つの

領域をかたちづくる．前述のとおり，GMT で 00 時ごとに

(EMD+SEM) 軸からはじまり，ある角度で延びていく地震

のプロットは，研究領域の平均経度に等しい．

図 7 は (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした複合地震図であ

り，カラーコードを利用して，各々の図セットを組み合

わせて表示する．これらの図のほとんどは，それぞれ図

2 〜図 5 に示される．この図に使われているカラー表示

の詳細は，図の右側に期間 / 年，緯度範囲，経度範囲，

および使用カラーコードとして示される．この図は，さ

まざまな経度範囲のセットに対して，1973 〜 2008 年の

間の異なる期間にわたって描かれたものであり，個々の

地域に分布する地震が 45° の傾斜をもって配列している．

図７は，さまざまな地震区画ごとにカラーコード表示さ

れ，異なる経度ごとに描かれたている．図８はそれを簡

略化したものである．

表 1 表 1 は，1973 〜 2008 年における世界中のさまざまな活発な

地震活動域における地震数を示す表で，平均地震数は，太陽位置

(GMT 時刻 )と EMD+SEM 角を示す図 3〜図 6の X軸からはじまる．

図 9 は，いくつかの 12 年期間 (1973 〜 1984，1985 〜

1996，1997 〜 2008 年 ) における緯度範囲 -35° 〜 -25°・
経度範囲 -180° 〜 -170°の (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸に

した地震図である．これらの図において，地震は同一の

筋に分布し，時間依存的変化は認められない．

図 10 は，ほぼ同一の緯度範囲 -85° 〜 -65° における

(EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図である．最初の

５つの図は，別個のカラーで表示されたさまざまな緯度

範囲を示したもので，最後の図は全域をまとめたもので

ある．地震区は南米西海岸で，左下の挿入図に示される

南北方向の領域である．この図は，同一の緯度範囲にあ

るさまざまな地域がこれらの XY 図では共通の領域を占

めることを示す．これは太陽位置に起因し，太陽の位置

は南米海岸のさまざまな地域でほとんど同一である．

図 11 は，1993 年における緯度範囲 30° 〜 50°・経度範囲

20° 〜 40°の (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図で，

小さいマグニチュード範囲（M2 〜 3）の地震を示す．こ

の図に使われる中空三角形は，新月に近い時期に直接引

き起こされる縁での高密度地震群 ( 図中では 2 つの矢印

で示される ) を表すためのものである．同じパラメータ
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図3 地震XY図6枚のうちの第1セット．(EMD+SEM)vs GMT時刻(太陽位置)が，異なる緯度・経度および期間ごとに示される．地震プロッ

トに関するこのような情報は，ぞれぞれの図の上端に示される．GMT で 00 時におけるこれらの図面のすべてにおいて，地震は，X軸

(EMD+SEM) 上の研究領域の平均経度範囲にはじまる．

での地球潮汐も示されていて，新月時に地震数が著しく

増大している．これも，小規模地震（M2 〜 3）でさえも，

この基本的様式に全面的にしたがっていることを示す．

余震の研究

どこで本震が起こっても，それは局所的構造に損傷をあ

たえ，そのため，当該地域は非常に不安定になる．この

タイプの状態は，いずれの場合も，一両日中に厖大な数

の余震をもたらす．それゆえ，この余震分布パターンが，

(EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした図にどのように表示さ

れるかを検証することは興味深い．

図 12 と図 13 は，2004-05 年にスマトラ地域で起きた

M9.2 および M8.6 の 2 つの巨大地震に伴う 1 ヶ月間の余

震データを (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図に示
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図4 地震XY図6枚のうちの第2セット．(EMD+SEM)vs GMT時刻(太陽位置)が，異なる緯度・経度および期間ごとに示される．地震プロッ

トに関するこのような情報は，ぞれぞれの図の上端に示される．GMT で 00 時におけるこれらの図面のすべてにおいて，地震は，X軸

(EMD+SEM) 上の研究領域の平均経度範囲にはじまる．

したものである．図 12 の左図は，本震 (2004 年 12 月

26 日 00:58:23，緯度 +3.3°・経度 +95.98°，Mb9.0，EQ 

count 376) を含む連続 40 日間におよぶ 24 時間記録で

ある．この図の右図は，同じデータを (EMD+SEM) と GMT

時刻を軸にした地震図に示したものである．本震を含む

376 個のすべての地震が直線状にならぶ．図 13 は，第

2 地 震 (2005 年 3 月 28 日 16:09:06， Mb8.6，EQ count 

998) に関する同様の図である．左図は，地震発生以前の

期間を含む 40 日以上にわたる期間の 24 時間図である．

右図は，同じデータを (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にする

地震図に示した．この図は 2，3 の地震が線状配列に直

交することを示し，それらは，本震によって損傷しやす

い構造に由来した地震であろう．他の図[緯度45°〜60°，
経度 -170° 〜 -160°，および緯度 +35° 〜 +45°，経度 +68°
〜 +80°] の同様の地震も，この原因によるものであろう．
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図5 地震XY図6枚のうちの第3セット．(EMD+SEM)vs GMT時刻(太陽位置)が，異なる緯度・経度および期間ごとに示される．地震プロッ

トに関するこのような情報は，ぞれぞれの図の上端に示される．GMT で 00 時におけるこれらの図面のすべてにおいて，地震は，X軸

(EMD+SEM) 上の研究領域の平均経度範囲にはじまる．

図 14 は， 本 震 (1978 年 2 月 9 日 21:35:12，Mb7.7) を

含む 40 日間の連続記録である．右図は同じデータを

(EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図として示したも

のである．直線上に配列しない３つの地震は，本震によっ

て傷つきやすい構造に由来するものであろう．

図 15 は，本震 (2001 年 6 月 23 日 20:33:14，Mb8.4) を

含む 30 日間の連続記録である．同じデータを (EMD+SEM)

と GMT 時刻を軸にした地震図が右図である．本震を含む

131 個の地震がすべて直線状に配列する．

図 16 は，本震 (1974 年 7 月 30 日 05:12:40，Mb7.4) を

含む 30 日間の連続記録である．同じデータを (EMD+SEM)

と GMT 時刻を軸にしたのが右図である．本震を含む 11

個のすべての地震が直線上に配列する．
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図6 地震XY図6枚のうちの第4セット．(EMD+SEM)vs GMT時刻(太陽位置)が，異なる緯度・経度および期間ごとに示される．地震プロッ

トに関するこのような情報は，ぞれぞれの図の上端に示される．GMT で 00 時におけるこれらの図面のすべてにおいて，地震は，X軸

(EMD+SEM) 上の研究領域の平均経度範囲にはじまる．

図 17 は，2 つの本震 (1974 年 11 月 14 日 16:47:33 およ

び 15:56:34) を含む 30 日間の連続記録である．右図は

同じデータを (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図に

示したものである．本震を含む 96 個のすべての地震が

直線状に配列する．これらのすべての図 ( 図 11 〜 16 の

右図 ) においては，GMT00 時を基準にすると，地震は X

軸上の経度範囲 ( 研究領域 ) の中点で始まる．また，こ

れら 6 例すべてにおいて余震は緯度経度のたいへん狭い

範囲に発生し，図上では幅狭い帯にプロットされる．

考察と結論

地震発生にかかわる地球潮汐の効果についての以前の研

究 (Kolvankar et al., 2010) によって，私たちは以下
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図 7(EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした複合

地震図 ( 個々の図は先行図として表示 )．

各々の図セットがカラーコードを利用し

て，組み合わせ表示されている．この図に

表示される個別図の複合パラメータの詳細

は，図の右側に示される :期間 /年，緯度

範囲，経度範囲，および使用カラーコード．

図 8 上の図 7 の

簡略版．地震区画

ごとに，異なる経

度ごとに，カラー

コード表示．

図 9 3 つ の 12 年 期 間 (1973 〜 1984，1985

〜 1996，1997 〜 2008 年 ) での緯度範囲 -35

° 〜 -25°・経度範囲 -180° 〜 -170° における

(EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図．地震

は同一の筋に分布し，時間依存的変化は認めら

れない．

図 10 同一緯度

（-85° 〜 -65°)
の（EMD+SEM）

と GMT 時 刻 を

軸にした地震

図．最初の 5つ

の図は，別の色

で示されたさま

ざまな緯度範囲

を示し，最後の

図は全域を組み

合わせたもので

ある．地震区は

南米西海岸であ

り，この図の左

下の挿入図に示

される南北方向

の領域である．
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図 11 1993 年の緯度範囲 30° 〜 50°・経度範囲 20° 〜 40° における (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした 2 〜 3 の小さいマグニチュード範囲

を示す典型的な地震図．この図に使われる中空三角形は，新月に近い時期に直接引き起こされる縁での高密度地震群 (図中では 2つの矢

印で示される )を表すためのものである．同じパラメータでの地球潮汐も示されていて，新月時に地震数が著しく増大している．

図 12 左図は，本震 (2004 年 12 月 26 日 00:58:23，緯度 +3.3°・経度 +95.98°，Mb9.0，EQ count 376) を含む連続 40 日間におよぶ 24 時

間記録である．右図は，同じデータを (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図に示したものである．本震を含む 376 個のすべての地震は，

全面的に直線状の線上にならぶ．

図13 に関する同様の図である．左図は，本震(2005年3月28日16:09:06， Mb8.6，EQ count 998)を含む40日間の24時間図である．右図は，

同じデータを (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図に示したものである．998 個の地震のほぼすべては全般的に直線状の線上にならぶ

が，2，3 の地震が線状配列に直交する．それらは，おそらく本震によって傷つきやすい構造に由来した地震であろう．他の図にみられ

るこのようなタイプの明瞭な地震は，主にこの原因によって引き起こされているのであろう．
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図 14 左図は本震 (1978 年 2 月 9 日 21:35:12，緯度 -30.68°・経度 -177.36°，Mb7.7) を含む 40 日間の連続記録である．右図は同じデー

タを (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図として示したものである．直線上に配列しない 3つの地震は，本震によって傷つきやすい構

造に由来するものであろう．

図 15 左図は，本震 (2001 年 6 月 23 日 20:33:14，緯度 16.26°・経度 -73.64°，Mb8.4) を含む 30 日間の連続記録である．右図は同じデー

タを (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図として示したものである．本震を含む 131 個のすべての地震が直線上に配列する．

図 16 左図は，本震 (1974 年 7 月 30 日 05:12:40，緯度 36.35°・経度 70.76°，Mb7.4) を含む 30 日間の連続記録である．右図は同じデー

タを (EMD+SEM) と GMT 時刻を軸にした地震図に示したものである．本震を含む 11 個のすべての地震が直線上に配列する．
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図17 左図は，2つの本震(1974年 11月 14日 16:47:33および15:56:34)を含む30日間の連続記録である．右図は同じデータを(EMD+SEM)

と GMT 時刻を軸にした地震図に示したものである．本震を含む 96 個のすべての地震が直線上に配列する．

の知見をえた :

1．地球潮汐は，あらゆる深度で発生する M5.0 以下の地

震発生の引き金になる．

2．満月に近い時期おける地球潮汐由来の側方応力は，

新月期の地球潮汐よりもより大きな効果をもたらす．

3．M3.0 以下，震源 10km 以浅の地震には，月と太陽の複

合引力が直接の引き金になる．しかし，いくつかの地域

では，月と太陽の複合引力が，深度 10km 以浅により大

きな地震 (典型的には M3 〜 5) を引き起こす．

4．月と太陽の複合引力が引き金となるすべての小規模

な浅発地震の Mod 指数 ( 狭い範囲における常時的状態に

くらべて大きな EQ 数 [ 地震数 ] の観測 ) は，満月の頃

の側方応力が引き金となる地震に比べて，かなり大きい．

5．地球潮汐由来の地震パターンを利用した連続観測が，

地震活動が活発な地域の 1 つで行われた．その結果，大

地震に先行して周期的に応力が集中するという優れた考

え方がもたらされた．

6．大地震の前震と余震は，ある一定の SEM 角範囲に配

列することが発見された．前震のほとんどは 1 つの EQ

ピークを形成し，そのピークは EQ 数にしたがう独自の

高さをもつ三角形をかたちづくる．この SEM 角のいずれ

かの側における応答が減少し，EQ 数の増大を示す二等辺

三角形を形成する．余震に関しては，この数値は前震の

数値列に連続的であるか，隣の数値列に移行するか，あ

るいは，本震が発生した断層の形状や方位の変化にした

がって他の数値列に移行するか，のいずれかになる．

本研究では，グリニッチ標準時 (GMT) による太陽位置は

地震 - 月距離 (EMD) にある相関を示し，太陽 - 地球 - 月

(SEM) 角にも相関することを示した．この論文で，私た

ちは，この相関のあらゆる特徴を解明した．世界中の地

震の 98% 以上が太陽位置あるいは GMT 時刻 (EMD+SEM) の

間の線形関係に忠実にしたがっていることが発見された

ことは，驚異的である．これは，世界の地震の大半 (98%)

が太陽と月に支配されていることを，疑問の余地なく証

明する．マグニチュード範囲が 2 〜 3 のより小規模な地

震までもが，この相関に忠実にしたがっている．大地震

に続く多数の余震はいずれも，(EMD+SEM)-GMT 時刻図に

一般化されるように，直線状にきちんと配列する．すべ

ての地震データ図で GMT00 時を基準にすると，地震は X

軸上の経度範囲 (研究領域 )の中点で始まっている．

経度範囲± 180° 近くの図では，地震のプロットは，明

らかに原点から対角線方向にのびる中央帯を占める．

GMT00 時を基準にすると，他のすべてのプロットにとっ

て，研究領域の緯度の中点から地震がはじまり，太陽は

地震域の反対側 (位相差 =180°) に位置する．

基本的に，これらのすべての地震には，太陽と月の位置

に由来する地球潮汐が引き金になっていて，この作用は

世界中のあらゆる地震の主要引き金機構であるようにみ

える．先行研究 (Kolvankar et al., 2010) によって示

されたように，これには深発地震も含まれる．
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チリにおける異常な地震の起こり方
UNUSUAL EARTHQUAKE PATTERNS IN CHILE

 
Peter M. JAMES    glopmaker75@hotmail.com

（ 足立 久男・角田 史雄 [ 訳 ]） 

短　報　　SHORT NOTES

要　旨：チリ中央部における最近 10 年以上の地震活動を解析した結果，次のようなことが分かった．

ⅰ ) Claude Blot が地震エネルギー移送モデルをつくった南西太平洋地域よりは，状態が複雑にみえる．

ⅱ ) 大地震にともなう余震が多すぎるのは，チリ沿岸 ( 西アンデス ) の広範囲な地域が，高応力下にあることを示し

ている．

ⅲ ) アンデスの高山帯で地震が無いが，これと同じことは，ペルーの高アンデス，カシミールと西チベットの高ヒマ

ラヤでも知られていて，この現象の説明がなされている．
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1. 概　説

2010 年のはじめの 2 月 27 日に Conception で，以下のよ

うなひどい災害が起きた．筆者は，NCGT57 号で述べたよ

うに，チリでそれに先行する地震活動について予報した．

つまり，Coquimbo と Santiago とで，いずれも 2010 年

末から 2011 年はじめに大きな浅発地震であり，さらに

Conception の南南東における噴火などについてである．

これらの予報は，大まかに，南西太平洋での Blot

モ デ ル を 準 用 し た Grover(1998), Blot, Choi and 

Grover(2005) などに基づいて行った．しかしながら大

陸環境の下では，事はそう単純ではなく，予報を確か

なものとして認めるわけにはいかない．上述したよう

に，たくさんの M ≧ 5 地震が起こったことは確実であ

る．2011 年 1 月の Coquinbo 近傍の両地震と，いくつ

かの同じような地震とは，同じ 2011 年はじめに起きた

Santiago 近くの地震へと近づいている．それにも拘わら

ず，これらの地震は，過去数年間以上にわたる期間に発

生した通常の地震活動とはまったく違ったものである．

50 年間にわたって休止していた Puyehue 火山が 2011 年

6 月に噴火したことは良く知られているが，このことは，

上述した予知がある程度確かなものといえよう．しかし

同時に，Puyehue 火山は Conception から南南東へ 400km

も離れていて，なおかつ，Puyehue 火山の近くにあるい

くつもの火山は噴火しなかったことも併せて考えておく

べきであろう．この点については，後で再度述べること

にする．筆者の 2010 年の予報における疑問点は，チリ

中央部における過去 10 年間の地震活動をより詳しく調

べることによって，評価に値することが判明するだろう．

2. 再検討

2.1  地震の起こり方

http://neic.usgs.gov. で 2000 年から 2010 年までにお

ける M ≧ 5 地震の深さ - 時間図を Blot にしたがって作

成した ( 図１)．この図で，Conception の被害地震の前

兆と思われるものが認められる : つまり，それは，2007

年の後半にアルゼンチンで起こった２つの深発地震であ

る．これらの地震はいずれも 2009 年に，Concetion の北

東で，２つの M ≧ 5 地震とまさに関連し合っている : そ

のうちの 1 つは 1 月 4 日の深さ 90km の地震で，もう 1

つは 4月 21 日の 63km の地震である．これらの 2つの地

震は図２で印をつけてある．それらの場所と深さは Blot

の地震エネルギー移送速度を示していて，ほぼ理論通り

である．しかし，地震規模では，予報では前兆だと言わ

れた Conception の地震の余震との関連は認められない．

過去 10 年間のデータを 1 年ごとに，メルカトール式の

地図にプロットした．予報では，Conception へ向かっ

て浅発地震の場が南へ移動したのは 2009 年であったと

いう．けれども 2007 〜 2008 年の間，アンデスの太平洋

側においては何の変化も起こらなかった．これは調べら

ⅳ ) 2011 年 6 月のプジェウエの火山噴火は，コンセプション地域で先行して起こった地震活動とだけに，最低限の

関係をもっている．

キーワード：地震の起こり方，チリ，地震予知，褶曲山脈における無地震帯，火山噴火の先行現象

図１　チリ中央部 (南緯 20 〜 40°，西経 62 〜 73°) における M≧ 5地震の時間 -深さのプロット図
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図２ 2004 〜 2009 年の M≧ 5地震の活動履歴

れたのが M ≧ 5 地震だけだったことが原因であろう．偏

見を持たれないようにするためのチェックでは，もっと

浅く，大きさも M2.5 から M5.0 までの地震を数年間にわ

たって調べるべきである．パラメーターを同じにして，

2009 年における南への地震エネルギーの移動を図２で検

討してみると，Conception に向かっての南への移動は，

M4 〜 M5 地震に可能性がありそうである．

太平洋沿岸一帯における過去 10 年間のたくさんのデー

タを 1 年間ごとにプロットした（図３）．マグニチュー

ドの小さい地震の活動ピークは 2008 年になっている．

2010 年に発生した膨大な数の M ≧ 5 地震のほとんどは，

Conception の巨大地震 (M8.8) の当日とその後の数日間

に集中している．２つのピークの時間差は 1 〜 2 年であ

る．地震エネルギーの移送という考えでは，この時間差

を強調しているような感じを受ける．しかし，これらの

ピークには直接的な関連は無かった．どんな地震におい

ても，中地震の示す 2008 年のピークが巨大地震 M8.8 の

規模を予知できる指標，とするには根拠不十分である．

もちろん，2010 年に起こった膨大な数の M5 〜 M7 地震は，

巨大地震の本震後に発生したものであり，予知の対象に

はならない．この「余震域」は図４に示してある．

ここではっきりしているのは，チリの沿岸では巨大な余

震群は珍しいことではない．事例を挙げておく :

● Antofagasta に近い南緯 23.3°，西経 70.3° の M8 地震

では，1995 年の 7〜 8月に M≧ 5地震の余震群が現れた．

● Coquinmbo の北 150km の南緯 27° 〜 28°，西経 70° の区

域で，M6.7 地震に引き続く小規模な余震群が 2006 年 4

月に現れた．

● Conception 地域で，M6.8 地震に伴う M4 〜 M5 の余震

群が 2011 年 1 月に出現した．

巨大地震に伴われて膨大な数の余震群が現れるのは，余

震を発生させた岩層中の塑性限界を超えた所に，非常に

大きな圧力がかけられていたことを示す．これが生じた

ことについては後で述べる．すでに前に問題を投げかけ

たように，地震群は巨大地震の予兆ではなく，その本震

の後に発生する余震であるからである．一方，巨大地震

の本震は，厄介者としての余震の先駆け的なものといえ

る．結論的に言えば，Conception における巨大地震の前

兆については分からない．少なくとも，その指標となる

ものは，Blot が初めて手掛けた南西太平洋よりはずっと

複雑なものである，といえる．

アンデスの大西洋 ( 東 ) 側の地震は深さ 100 〜 250km で

あり，太平洋側よりは深い．前述した地震から離れてい

る上に，指標となる前兆現象が記録された活動からは読

み解きづらい．しかしながら，事前の調査からは，驚く

べきことも分かってきた : それは，アンデスの主脈の地

下では地震が起こっていないことである．そうすると，

図３ 南緯 26° 〜 40°，西経 62° 〜 73°
の区域における 1年ごとの地震
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アンデスの主脈の地下では，どこも地震が無いのか，あ

るいは，一か所に限られたことなのか ? という疑問が湧

いてくる．やや別の観点からこの問題を追及してみよう．

2.2 アンデス山脈の影響

他の同じような地理学的な地域で，地震記録をすぐに応

用できるものを検索した．その結果，同じような無地震

帯は，南緯 6° と 11° の間の東西断面における高ペルー

アンデス下にも在ることが分かった．またヒマラヤでは，

東経 78°( カシミール ) と 81°( 西チベット ) の南北断面

でも，高山地帯の地下における無地震帯が存在した．

 

したがって，こうした無地震帯がはっきりしている上に，

それを説明できそうである : それには，以下のように，

Blot のモデルとジオイドテクトニクスモデルとを併用す

る方法を試みた．

 

Blot モデルは，地震エネルギーの上方 - 側方移送説の一

つである．その始まりは，深さ 500 〜 700km の深発地震

である．1960 年代に Blot は，いわゆるサブダクション

の過程と彼のモデルを初めて結びつけた．今日では，もっ

と論理的な解釈─少なくとも著者の観点から─をしてい

る．つまり，マントルのはるか深部において脱ガス化で

生じた揮発性物質が原因となって，深さ 500‐700km の

高温高圧の条件下で水圧破砕が発生する．水圧破砕が起

こると，揮発性物質はさらに上方へと移動し続けられる．

ベニオフゾーンに達した高温・高圧の揮発性物質は，ジ

オイド応力の水平成分である側方圧縮をうけ，その結果

として，剪断破壊 (= 深発地震 ) の発生場がさらに上へ

と移動していく．ついでながらいえば，この過程を通し

て，揮発性物質が温度・圧力の低下と共にしだいに減っ

ていくことは間違いない．しかし，この地震活動の前進

は，Blot が南西太平洋や他の地域で地震と火山噴火をう

まく予報したような，はっきりとしたベニオフゾーンに

そって起こる．ベニオフゾーンでのこうした地震活動に

関するジオイド応力の正当性は，NCGT の記事の，とくに

50 と 51 号の発行物に著者が公表してきた．

残念ながら，チリにおいては，地震は深いけれども南西

太平洋でのものに比べて，その起こり方は，あまりはっ

きりしない．それは中間の深さの地震が，主として，ア

ンデスの東側に限られ，かつ，浅発地震の活動が，概

して太平洋岸に沿った西側地域に限られているためであ

る．ところで，アンデスをはじめとする多くの褶曲山脈

では，その " 根 " が，地下 30-35km の深さまで延びてい

るかもしれない．しかし，この深さはアンデスの一方の

側から他方への揮発性物質の移動について実際の障害に

はならないに違いない．そのように，もし，こうした移

動がアンデスの高い脊梁下で起こっているとすれば，そ

こでなぜ地震が発生しないのか．

仮に深さ 30km での条件を取ってみると，おおよそ σv' = 

6-7 × 105 kPa の鉛直荷重 ( 有効応力の点から ) がある．

図４ 2010 年 2 月 27 日の M8.8 地震に後続した地震群の境界

圧縮帯では，どんな褶曲山脈系にあっても，水平応力は，

おそらく適度の 1 × 105 kPa でも，仮にジオイド応力の

値によっても，鉛直応力を超えることを予測することは

できない．この場所での条件は，モール円，図 5 の円 A

によって示されている．揮発性物質圧の効果は ,今では，

どんな深さでも , 揮発性物質圧が鉛直応力の値に達する

まで値を維持するということをつくりだすために必要で

ある．この超過分の圧力の作用は，左に向かって円 A を

表示することにある．揮発性物質の圧力が十分に高い所

で，いくらか都合のよい特定の方向を向いてセットされ

た不連続のために，破壊の領域を切るのに十分なほど遠

くまで，円は位置がずれることになる : それゆえに，地

震が起こる．この破壊の位置は，20° の不連続点に沿っ

て摩擦角について引いた破壊包絡線とともに，図の円 B

として示される．

もし移動する揮発性物質が高い山脈の区域下を通過す

るなら，それらは，表面上昇の増加のもとで，鉛直ス

トレスがかなり急激に増加することになるだろう．高

さ 5000m の範囲では，鉛直荷重の増加は地殻の上部のレ

ベルで 1 × 105 kPa に近づくであろう．痩せた山脈の場

合は，この値は深さにしたがって少し減じていくかもし

れない．もし，深さ 30km で 30% の減少を仮定するなら，

山脈下の鉛直応力の増加は，0.7 × 105 kPa のオーダーに

なるだろう．ところで，この鉛直応力が，ほぼ終わりが

なくほとんど変化しない水平応力と結びついていると仮

定すると，より小さな直径の円 Cに示すように，結果は，

この場所での剪断応力の縮小となる．円 C は今，破壊の

領域より下にある．したがって破壊は起こらない : それ

ゆえにアンデス山脈の剪断応力下は無地震となる．移動
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図５ 高い山脈直下における鉛直 (荷重 )

応力効果

する揮発物質が山脈の向こうを通って鉛直応力が下がる

と，剪断応力が再び増加し，地震が再度発生する．

2.3 火山噴火

Claude Blot が発見したように，火山噴火は，大きなマ

グニチュードで，浅い地震の後に起こることが予想され

る．南西太平洋での前兆は，信頼できる噴火の長期予測

をすることを認める上で十分に一貫性をもっていた．そ

して，Blot と編集者ほかによって NCGT に提出され，類

似した解釈が世界の他の地域でも行われてきた．

しかしながら，チリにおいては，最近の大きな地震とよ

り最近の火山噴火の間の結びつきが，まったく明白であ

るというわけではない．確かに，M8.8 地震と余震群の後，

プジェウエに向かって，コンセプションの南南東部へ地

震のエネルギーの移動があった．しかし，この後は 2010

年の後半に地震の数の減少が起こった．2011 年の前半の

間はまるで凪ぎであった．このとき，プジェウエのすぐ

近くで２つの地震イベントだけが記録された．4 月に 1

回，5 月に 1 回で，どちらもマグニチュード 4 であった．

どちらの地震も，少しも警報の根拠とみなされなかった．

それから，予報が出されることもなく 6 月 4 日に，11 個

の M4 地震と無数の微小地震が，東西約 15km から 75km

の長方形の地域に限られて，プジェウエの場所を襲った．

3. 若干の結論

チリでは，大きなマグニチュードの地震に続いてすぐ後

に起こる大地震群の始まりは，地震群の地帯が大きな地

震の前にすでに強い応力を受けていたにちがいないこと

を示している．それとともに，こうした応力系は大地震

によって揺さぶられて，その周辺の岩塊が破壊される．

その結果，そこでの広域的な剪断強度が減り，おそらく，

高圧の揮発性物質が移動しやすくなるだろう．１つの場

所で破壊が起こると，そこでの静的な応力は局部的に減

少するかもしれないが，隣接した場所への多少の応力の

転移は予想される．それによって，周辺域も破壊を受け

る． ちなみに，この状況は，James(2000) による「貯水

池によって誘発された地震活動」の後に，ときどき注目

される．これは基本的に貯水池の地下における間隙圧が

局所的な小変化を起こすことに起因する現象といえる．

中央部チリの海岸線にそって発生する地震群はかなり規

模が大きく，かつ，広域にわたって拡大していった． 間

隙圧を考えれば，地震群の現れる地域は，不安定な揮発

性物質の蓄積の地域であるかもしれない，と推論できる． 

つまり，この蓄積に誘導された圧力増加が起こると，そ

れが引き金になって，その地域一帯が破壊モードの状態

に置かれ，応力限界の段階に近づくのであろう．

前述のとおり，さらなる言及するには，この論文は短か

過ぎる．しかし，もし一部の研究者がより詳細にこの問

題を調べることができるなら，おそらくもっと楽観的な

論理的解釈に達し，それを満足させるだろう．たとえば，

予測の道具は，マグニチュードの小さなデータのより綿

密な調査や，あるいは地球科学者が現在追求していて，

これらの記事で発表している他のもっともらしい破壊メ

カニズムの量的な適用を通じて明らかにされるかもしれ

ない．地震活動の記録に加えて，例えば地殻の重要な領

域の数キロメートルの深さへの現位置応力と間隙圧のよ

うな現象の多少のモニタリングをすることも，役に立つ

かもしれない． そのような情報は政府レベルで協力を必

要とする．それがなされていれば，地震のふるまいに関

する，従来の問題を解決するのに役立ったはずである．
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ねじれた剪断作用　TWISTED SHEAR
 

Howard DEKALB
15 Hina Street, Hilo, HI 96720, USA      dekalbh001@hawaii.rr.com

（ 矢野 孝雄 [ 訳 ]） 

まえがき

この論文で述べられる内容は，私たちの地球の全体像を

あわせて描きだすように企図されている．それは，1990

年に出版された私の著書 The Twisted Earth ─太平洋，

主要河川，ハワイ諸島，ストーンヘンジ，そして，惑星

の衛星にみられる構造物に関する研究─を補足するもの

である．The Twisted Earth は広汎で，多くの完全な図

や地図とそれらについての十分な説明が含まれている．

方向系

図 1 に描かれた地球は，普通に使われるものとは異なっ

た地理的書式で示されている．すなわち，地図は円筒

投影であり，剪断線が斜めに横切っている．それらは，

N50E および N40W 方向に等間隔で配列する．あと 2 つの

等間隔配列するのは東西方向の剪断線で，北半球では 7

° 間隔，南半球では 2° 間隔をとっている．剪断線は組み

合わさって地球全体を横切っていて，N50E および N40W

要　旨：地球，月，他の惑星とそれらの衛星の表面に観測された対角線状の剪断歪線の解析．地球と惑星の衛星にみ

られる厖大な数の構造地形は，メルカトル投影では特定の直線の組み合わせであるようにみえる．このパターンは階

層的で，それらはより小規模な要素へと繰り返し細分されても同じ形状をしめすフラクタルなパターンであるようだ．

キーワード：剪断線，二重の組み合わせ，惑星，衛星，微惑星衝突，地震

方向の斜線で分割する．

北米剪断系は，北極圏の Queen Elizabeth 諸島に一致し，

カナダの湖群，ハドソン湾，および西海岸に沿っている．

南米の南方剪断系は，チリの伸長方向に一致する．ロ

シアでは北極剪断系が Severnaya Zemlya 諸島列に一致

し，ヨーロッパ西海岸では階段状縁辺が南方のスペイン

から北極圏の Taymyr まで続く．中央剪断系は，北部ア

ジアからアフリカにみられる二重山脈を記述し，西方で

は Walvis にみられる．地球にみられる剪断線はすべて，

N50E および N40W 方向に一致し，海洋と大陸の両者の地

形を決めている．地球軌道が太陽に対して約 7° であり，

北半球の基準系の角度に等しいことが注目される．

詳細な事例

図 3・図 4 には，地球や惑星の衛星にみられる地質形成

を規定している剪断線の 24 事例の詳細を示す．木星の

衛星 Europa の表層はすべて氷でできていて，ビリアー

図 2 剪断性輪郭要素．

左 :二重基準系，右 :イ

ンド洋形成への適用例
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ドの玉ほど滑らかである．それは，密な網をなす交差線

で覆われている．それらは，顕著な Asterius Linea を

横切り，1500 マイル以上に達する N50E 方向の剪断線に

沿って延びる．木星の Europa の図 ( 灰色表示 ) は衛星

中央部のスケッチであり，N50E および N40W の剪断線を

ともに含む．これらは，一般に，上述した 24 の線方位

に沿っている．

New Madrid 図 ( 黒色表示 ) では， Mississippi 川および

Ohio 川流域における 1974 〜 1997 年の地震記録である．

この地域では，1811-1812 年に Missouri 州 New Madrid

近くで起きた合衆国最大の地震が発生した．この地震は，

合衆国東海岸やカナダ Montreal のような遠隔地でも体

感された．Richter スケールで M8 と見積もられる３つの
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地震によって，1 年以上にわたって，幾度も震動があっ

た．この図は，N50E 方向の破線群，そして，それに次ぐ

N40W方向の破線群を示す．不連続と突然に現れる直線は，

先に示した 24 例に共通するものである．

衝突の結果

Scientific American に論文が掲載された Luann Becker

は，250Ma に武漢近くの中国の東部沿岸部に大きな天体

が衝突したと述べた．この衝突は大きな円形の領域を形

成し，二畳系 Meishan 層の分布域を破壊したとみられる．

その時には，生命の 90% が絶滅した．この事件は，太陽

図 3 地球表面，月，他の惑星，および，それらの衛星にみられる対角性剪断線
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光をさえぎり，溶岩の噴出を引き起こし，海陸の火山と

爆発をもたらした．

同様の現象が，1994 年に木星で発生した．そのときに

は，P/Shoemaker-Lavy 第９彗星が木星に劇的な衝突を起

こし，分裂した．それは，地上および宇宙の望遠鏡によっ

て広く観察され，彗星は木星の雲に突入し，衝突にとも

なって爆発して，破片になった．木星は全体が靄 [ もや 

haze] で覆われているため，衝突そのものは観測されな

かったが，最終衝突で生じた光がその結果を示した．い

図 4 地球表面，他の惑星，および，それらの衛星にみられる対角性剪断線
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かなる大規模衝突─地球におけるものも含めて─にもみ

られるように，広い範囲に岩屑がとびちる．南アジアに

おける同様の事件が，多くの島嶼，深い海溝，および大

陸の破壊をもたらした．

結　論

この原稿は，地球と惑星の衛星のたくさんの構造要素が

メルカトル投影でみると特定の線状組み合わせをかたち

づくっている，との多年にわたって蓄積されてきた観察

にもとづいている ( 図 1)．このパターンは階層的で，同

じ形状を保持しているより小規模な要素に細分されうる

( 図 3・図 4)．地質構成に対する微惑星衝突の影響も，

考慮されるべきである．
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図 5 木星の衛星 Europa と New Madrid 地震帯
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アメリカにおける科学の退廃
CORRUPTION OF SCIENCE IN AMERICA

 
J. Marvin HERNDON 

mherndon@san.rr.com;  www.NuclearPlanet.com

（ 岩本 広志 ・ 矢野 孝雄 [ 訳 ]） 

地球科学にかかわる政治欄　GEOPOLITICAL CORNER

幾つかの珍しい内なる光によって導かれた人は大変幸運であり，人ごみやもつれ合ったものを伴った徘徊を彼が永遠

に取り戻すことができないであろうことの暗く混み合った迷路からぬけることができるであろう．其れゆえに，哲学

の分野では，私は彼の多くの信奉者による見解を判断することが優れて健全ではないということを考慮する． 

ガリレオ・ガリレイ，分析者 (1623)

真実は文明の柱である．この言葉「真実」はキング・ジェー

ムス版の聖書で 224 回見出され ; 米国法廷での証人喚問

や米国議会の前に実際に宣誓せねばならなず ; 法律や民

法は真実を要求することを知らせ，ビジネスの慣習では

幾つかの例としてとりあげられている．

科学の目的は地球や惑星の自然の真実を発見することで

あり，その知識の真実性をいかなる所の人々にも伝える

ことである．科学は技術の誕生をもたらし，我々の生活

を容易により快適にする．

科学は我々の健康を改善し，以前に思い描かなかった世

界を可能ならしめる．それは精神を高揚させ，楽天性を

もたらす．そして，科学は真実の一般性を与え，物質の

特性を完全に解明し，暴露することの意味は，見せかけ

の科学の元での嘘やだまし，盗みそれに圧制するような

山師や科学野蛮人を暴いたりする．

第二次世界大戦に先立つ時期の科学へ，国からの財政上

の援助はほとんどなかった．にもかかわらず，20 世紀に

なると脚光を浴び，理由づけが行われる前代未聞の時代

が到来した．

スイスの特許事務官として勤めるかたわら，アルバート・

アインシュタインは，ブラウン運動をその光電効果との

特別の関係によって説明した．ニールス・ボーアはカー

ルスバーグビール醸造所からの資金援助を受けて，原子

模型の基礎的な発見をし，量子力学をもたらす共同研究

の最先端の推進者として活躍した．この分野の科学的基

礎が，ソリッドステート電子技術が現代の(コミュニケー

ション技術である)電信とコンピューターを可能にした．

当面は新しい観測の意味は盛んに議論されている．肥沃

なイマジネーションが第 4 のアイディアを生み，それが

固定観念を変える．新しいアイディアと新しい理解が

時々正確に，時々不完全に現れ始め，真実へ向かう傾向

が新しいアイディアとまだもっと先の議論を鼓舞する．

個々のイマジネーションと創造性は地球と宇宙の自然の

本当の姿を探求することによって営まれ，熱狂や興奮の

感覚が新しい洞察や発見を推進し，公衆を啓発し，若者

のイマジネーションをあおる．こうして，楽天的雰囲気

が支配的になっている．

科学への資金はその時は短期間の付与であるけれど，科

学者は自己鍛錬によって維持した．Ph.D( フィロソフィ

カルドクター : 学術博士 ) の課程を卒業した学生は，た

とえその意味が他の誰かが最初にその発見をなした理由

で長年の仕事をもう一度やり直すことのように，その学

位に値する新しい発見を期待される．自己鍛錬はまた科

学的な出版システムの部分をなしていた．第二次世界大

戦に先立って，科学者が論文を出版しようとしたとき，

科学者はそれを学術的雑誌を出版する編集者へ送るだろ

うし，普通はそれが出版されるだろう．新しい，論文を

公表したことのない科学者は原稿受理の前に公表の科学

者の推薦を受ける必要があった．「ピア・レヴュー (査読・

相互評価 )」の概念はもはや生まれてこない．

しかし 20 世紀の終わりの 10 年間は，環境が変わり始め

た．一方で，外見上は，我々は既に，迅速にアクセス可

能なパワフルな新しいコンピューターや衛星画像，ネッ

トワークデータシステム，グローバルコミュニケーショ

ンといった，ほかのルネッサンスに犯されていたように

思われた．しかし，別の側面では，見えない所と無知が

誰しもの近くにあり，物事が深刻に悪くなっているよう

であった．それに対しシステムの基礎の表面に横たわっ

ているものは崩壊し，地球や宇宙のコンセンサスが政治

的に正しいものとしてサポートされたものに変化し，そ

の間に失望や無視，息苦しさ，個々の進歩や挑戦に対す

る抑圧の傾向が生じた．

第二次世界大戦前には政府による科学基金は非常に少な

かったが，戦時の必要性によって変化した．1951 年，米

国の国家科学基金 (NSF) は第二次大戦後の一般人の科学

研究を支援するために創設された．政府科学ファンドの

統治のプロセスは，1950 年代の初期に NSF によって創案
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され採択され，基本的には変わることはなく，米国航空

宇宙局 (NASA) や米国エネルギー省 (DOE) のような , 事

実上すべてその後の米国政府科学助成局である．

問題は，著者が発見したのはこのような NSF が創案した

科学助成プロセスは他の米国政府局に受け継がれ，深刻

な基礎的欠陥があることである．コンセンサスとして，

半世紀の以上もの間，NSF は外国の軍隊やテロリスト組

織が行いうることがないものとし，ゆっくりと，気づか

れないまま米国の科学的能力を傷つけ，米国が科学にお

いて世界で 3 番目のステータスへと向かわせ，そして教

育でも個別のまたは学会 ( 協会 ) を退廃させ，欺瞞の褒

美は学会そのものが窒息しそうな創造科学に仕え，科学

コミュニティ全体を人類の非現実主義的なビジョンを基

礎とした欠陥の反科学な慣習に感染してしまう．ここに

主要な欠陥が存在する．

NSF 欠陥 No.1：科学的助成の提案書は，一般には匿名の

査読者によって精査される．NSF が創案する「ピア・レ

ヴュー」の概念は，助成の提案書を精査し評価するであ

ろうところの科学者の競争者は，精査者の独自性を秘密

にするだろう．この考えを使った匿名の「査読者」は，

そのプロセスが適用された事実上のすべての政府の科学

助成機関が科学雑誌の編集者によってほとんど一般に従

うという理由で，天才的な行政手腕のように見なされな

ければならない．しかし，歴史の教訓からして秘密の尊

重について考慮するものは誰もいないように見える．確

かに，国家治安維持や防衛問題では秘密が必要である．

しかし一般人の科学では，責任における秘密と相伴う自

由は本当に真実性を勇気付けるのか ? もし秘密が事実上

より大きな真実性を導くならば，秘密は法廷上で多きな

有利性を築くだろう．不名誉なスペインの取調べ期間中

は法廷は事実上秘密によって賄われていて，これは事実

上個々の全体主義的な独裁，そしてその帰結は常に同じ : 

無節操な個々の偽りの非難を他者に与え，退廃が豊富と

なる．

「ピア・レヴュー」システムにおける匿名の適用と責任

からの自由は不公平な有利性を与え，助成を得るため

の調査やその調査結果を出版するためのそれらの競争者

の提案書に対し不公正にがみがみ言うだろう．匿名のピ

ア・レヴューは科学野蛮人の主要な科学抑制手法になる．

そのうえ，認識 - 真実か想像か - いくつかの個人が驚く

べき効果をなそうとするだろう，そのことは力を持った

科学者が防御的となったり，政治的に正しいコンセンサ

スのみの適応を認める視点と 他の仕事への挑戦や助成

機関のプログラムを考慮するだろうところの議論を控え

るようになる．そしてそのことがすべてのことについて

何が科学かということにならない．驚くに値せず，今日

存在する広い認識は米国政府機関によってサポートされ

た科学的成果に対する挑戦で，このことがそれ自身のサ

ポートの損失を導いているだろう．

NSF 欠陥 No.2：NSF が創案する科学者が提案した特定の

プロジェクトの助成の概念は，科学の平凡化と官僚化を

導いた．何故そうなのか ? この問題は前もって言うにた

めに絶対的に可能であることで，前に決して発見されな

かった何が一つの発見か，何がそれを発見するためにお

こなったことなのか．結果はしばしば科学的でない最終

的な結果を伴った平凡な計画の提案に他ならず，それは

ちょうど発見の代わりに仮定に基づいたモデルを作る広

く行渡った行為のようなものである．さらにまた，官僚

的プログラムの管理者は彼らがデザインしたプログラム

に整合的であるか否かで決定する．そのうえ，提案の評

価はしばしばプログラム管理者と査読者を欺く外観を装

い，排斥や倫理的不審，さらには不正な商行為に携わる．

ここには重大な発見をしたり，既存概念に挑戦したりす

ることと全く逆に，科学者にとってのインセンティブは

存在しない．

NSF 欠陥 No.3：NSF が始めた今広く行渡った行為は，大

学や他の非営利機関の科学者，これは普通は学部のメン

バーで，今では主要調査者クラスへの補助金の投入であ

る．方法論的な重要性には，科学者を管理するための

直接的な法的責任や義務は存在しない．大抵の科学者は

科学的知識の状態を不正確に述べたことや不正商行為に

よってでとがめられることはなく，他者が受容するよう

なブラックリストに含まれ，経験を積んだ科学者として．

大学や研究機関ではこのような行為を承知している．私

の経験では，全くそれが正確ではなく，専門技術でもな

く終身身分保障でもなく，権限や責任の認識の問題であ

る．米国の納税者のお金は地面に浪費され科学の生産物

はそれが何ができるかということよりも遥かに下位に位

置する．

NSF 欠陥 No.4

NSF がはじめた今広く行渡った行為は政府が払う出版費

用で，雑誌の科学論説の印刷費用が営利的な企業か特別

営利科学組織によって運営されていることである．なぜ

ならこれらの出版社は版権のオーナーシップを要求し，

納税者に対して彼らが要求する電子コピー代を払わなけ

ればいけなく，典型的には 1 論説あたり米 40 ドルで，

そこに横たわる調査や出版コストはいつも納税者によっ

て賄われている．そのうえ，商業或いは保護主義者の行

為はしばしば情報の自由交換を腐敗させ，情報が科学の

部分であるのが当然で，矛盾した出版物を作成すること

や新しい前進は完全に困難となっている．

そのうえ，出版社は少しのインセンティブか真実の代表

者にそのメカニズムを強いる．例えば，科学上の倫理で

は，出版された反対意見は引用されねばならず，現存す

るシステムでは慣習上，反対意見は黙殺され何が出版さ

れたかという正当性に疑問を投げかけられている．非倫

理的な科学者達の本来の結末は一般社会と科学のコミュ

ニティーを頻繁に欺き，納税者が与えたお金を疑惑的な

努力の上に葬り去ってしまう．

著者が記載した NSF の扇動的な欠陥は基本的に 4 つあっ



ニュースレター　　グローバルテクトニクスの新概念（日本語版）　　　No. 60

51

て，それらは今すべての民間の米国政府にサポートされ

た科学ファンドに実質上浸透していて，提案された実用

的な方法はこれらを正すために著者が話した 2 人の NSF

の指導者，彼らはそれらを無視することを選んだ．それ

らは広くいきわたった官学共同体の本質的な無謬性の理

解で，どのような行動でもその深刻な悪影響にかかわら

す非難を超えて考慮される．

2004 年 12 月 16 日，ホワイトハウスから個別に，アメ

リカ合衆国行政管理予算局 (OMB) 総合評価のための最終

情報品質公報から送りつけられてきたピア・レヴューは

著者にとって不満で不公平なものであった．そのため著

者は，2004 年 12 月 15 日と 2004 年 12 月 26 日にホワイ

トハウスに公報の反論書と感謝とも実行するともつかな

い全面的に買えた提案書を送った．6 年経過後，米国政

府はいまだにその公報に関するピア・レヴューは行われ

たままとなっていて，それは (1) 暗黙の仮説を体現する

ピア・レヴューは常に真実で，いかなる命令や指揮，要

求に関し，欠陥のあるピア・レヴューをガードするため

か，真実でないレビューと容疑を掛けられたかのどちら

かで ;(2) 承認された匿名者からの申請が幾つかの美徳

に関する現われで「例えば，率直さへの励まし」といっ

た用法 ;(3) まわりへの暗黙の了解を与えることは興味

への矛盾となりその興味への矛盾を避けるために防止さ

れる ;(4) それを承認させるための長文の申請の作成は

むなしく不毛な結論を導き，失敗と認識させる．

匿名のピア・レビューによる NSF 創案の一つの成り行き

はそれが科学論文の出版がしばしば数年遅れるか，いわ

ゆる敵対者からの「ピア・レビュー」によって防がれ，

その第１の目的は彼らの敵対者の衰弱か根絶 ( 除去 )．

1990 年代，国立科学財団はロス・アラモス国立研究所の

著者自身が投稿したアーカイブで，物理学者と数学者が

彼らの前刷集を，彼らの敵対者からの干渉無しで投稿す

ることが可能で，ほとんど簡単に世界中に可能ならしめ

た．その公文書は色々な名前に変えられてやがて arXiv.

org( 科学雑誌の電子前刷集アーカイブ : 数学，物理，天

文学，コンピューター科学，統計などを扱う．ロスアラ

モスから現在はコーネル大学が運営 )になっていく．

その発端以来，arXiv.org は科学と数学を主催する分野

で科学的なコミュニケーションの卓抜した意味となる．

むしろ数多くの個別の科学雑誌を苦労して読むよりは，

使用料抜きの限界までのアクセスをし，科学者は科学的

な領域に arXiv.org で主催された詳細なエリアでの日々

の投稿数を電子メールで受け取ることができ，料金がか

からない興味のある科学的な論説をダウンロードするこ

とが可能．著者が自分で投稿できるアーカイブの開発は

NSF の王冠の宝石になるかもしれないし，それが１つの

偉大なアーカイブになるかもしれない．代わりに，NSF

の不完全な機関は科学の抑圧のための道具となることを

認めており，敵対者に対するブラックリスト化と差別が，

科学の世界中に良く仕込まれている．

大体 2001 年に，著者自身の自主投稿アーカイブの開

発に責任を持ったキーパーソンがロスアラモス研究所

を去って，コーネル大学に雇われた．思うに同等な方

法で，コーネル大学は国立科学財団の提案書を通して

[NSF#0132355, 6/16/2001]，著者自身の自主投稿アーカ

イブのオーナーシップが引き継がれ，今 arXiv.org と呼

ばれている，多分それを実行するために US$958,798 が

要求に応じて与えられた．この提案書はコーネル大学の

提案に適用された「引用メカニズム」の引き続く次の声

明を含んでいる．「この調査アーカイブは，一端彼らが，

やかましい素人が運営してその彼等が自分で賄っている

永久機関から言いなりになることによって押し寄せられ

てしまうので，使い勝手の良いものにはなりえない．」

このウェブサイト archivefreedom.org は arXiv.org 機

関によってブラックリストになっているその個々の幾つ

かのケースヒストリーを表していて，その「秘密調停者」，

とブラックリストに上げられた科学者による声明を含ん

でいて，そしてノーベル賞受賞のブライアン・D・ジョ

セフソンはそのブラックリストの意味が arXiv.org に

よって適用されるものとして説明している．arXiv.org

によるブラックリストの意味は科学論文を投稿する貴方

達の企てが却下されるか，もしくは埋没させられる，埋

没とは例えば科学者や数学者が個別の領域の範疇の投稿

においてその一般物理学や一般数学の背くものならば．

arXiv.org におけるブラックリストの主要な結末は米国

政府科学助成の公認者や個々の科学調査の運営者，科学

教育者への欺瞞と言え，これらを新しい考えや発見から

暗くしてしまう．財政上や職業上の衰弱を超えてブラッ

クリストを被った科学者や数学者は，人類の犠牲者で，

ブラックリストに載せられた個々として記すことは「ブ

ラックリストの科学者は彼らの研究や文化，真実などに

関して，あざけり，無知，侮辱，嘘，間違った告発，そ

れらからの個人攻撃，偽りの供述を科されている．」

数十万の科学論文は著者による著者自身の arXiv.org が

もはやいかなる人による干渉を除いて投稿アーカイブ

に掲載されている．人の干渉は，しかし「ピアー・レ

ビュー」ではなく，不公平な，恣意的な，気まぐれな標

準の申請を通して，個々が異質な扱いから単純に抜けた

批判的な意図によってのみ起きる．付け札された異質な

人間の干渉は合理的理由ではない多くのもので起こるで

あろう．人の干渉は arXiv.org の小規模グループの彼ら

自身を「仲介者」と呼ぶ呼ばないに関わらず，いかなる

責任もなしに秘密について分け隔てする arXiv.org 機関

の陰謀によってしでかされる．それゆえに , ここには自

分の経験の依頼は存在せず，コーネル大学の司書や学務

担当副総長それに総長は arXiv.org の運営に関するいか

なる責任の見落としから彼らを放免し，最初の不平の問

題のあった arXiv.org 機関へ対しそこへ戻った不平を参

照する．秘密のインサイダーによる異質な扱いの批判は

依頼なしで，それはちょうど今現存しないソ連邦かチャ

ウシェスクのルーマニアから私が期待させるようなもの

である．しかし，ここは米国，国立科学財団のためにも
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たらされ払われたもの．アメリカ市民，退役軍人，そし

て納税者に，私は当然なこととしてギョッとさせられる．

私の見解では，コーネル大学が米国政府の助成金を受け

ることや科学的な調査を契約することが何か基本的に悪

いことで，投稿をしないことや新しい進歩や矛盾が隠さ

れたことによって arXiv.org を通じて，科学コミュニ

ティを欺くこと，特にこの場合政府によってコーネル大

学にかけられる費用が調査の潜在的なインパクトとなっ

ている．コーネル大学は米国政府助成との契約によって

何百万ドルも受領していて，連邦助成と契約競争者の１

つのプール場所になっている．国立科学財団，arXiv.

org といった強力なツールによってコーネル大学を更生

させることが制度的にばかげた大失策であって，そのこ

とが競争者に対し用いられるに違いなかったと私は提起

する．そのようにして，米国政府科学財団は真の法律を

犯し，そのことが NSF を作ったと私は断言する．

「先行する再区分を参照することによって導きだされた

機能と機関の訓練として，助成の目的が科学と工学での

調査と教育を増強するためであり，個別による独立した

調査を含んでいて，くまなく米国中に，そのような調査

と教育の過度の集中を避けるために [42 United States 

Code 1862 (e)]」

その法律に従う代わりに，米国国立科学財団は１つの主

要な武器を設置して，それは財源が豊富に準備された敵

対者で強力なツール arXiv.org を持ってその敵対者に対

して気まぐれな標準によって任意性を適用するのみなら

ず，そのような行為が秘密裏に「避難される」ような恐

怖の闇に投げ込まれるだろうし，そしてブラックリスト

に載せられ，後に「政治的に正しい」コンセンサスの一

致と科学の抑圧を請け負う．それでどうするべきか ?

私の見解は，コーネル大学が arXiv.org の取得と運営に

当たって行った乱用と犯罪行為について米国議会が調査

を始めるべきである，というものである．その調査対象

は，他の個別大学や他の役所との共犯の可能性を含み，

米国法務省とニューヨーク州の法務長官を含んでいる．

もしその証拠が保証されれば，米国政府は，arXiv.org

を回復させるための法的行為を考え始めなければならな

いだろうし，そのためには，中立の状態で保護し，非 -

敵対者組織（国立アーカイブか国会図書館のような）と

して実行されなければならない，と私は信じる．

有名な経済学者ジョージ・E・P・ボックスは，このモデ

ルについて本質を次のように語った．「全てのモデルは

悪く，しかしその幾つは有用である．一般的，モデルの

幾つかは観察的か仮説の事件や課程とすることを目指す

モデルで成し遂げられた結果は彼等が探していた結果は

指向した仮説やひねくり回された変化によって得られ ;

これらのモデルは修正されてなく一般に他のモデルと置

き換えられている．」私にとって，そのようなモデルを

作ることよりは地球や宇宙の自然を発見することがより

重要なことである．

宇宙飛行士は，幾つかの本質的な注目に値する観察をし

ている．宇宙物理学者はこれらの観察事項を仮説に立脚

したモデルか別の仮説に立った別のモデルによって物理

的な基礎に立脚して理解しようと試みる．1920 年代で

は，科学者は２つの非常に軽い原子核が一緒に合わさっ

て非常に大きなエネルギーが放出される熱核融合を発見

した．「熱核」と呼ばれるこのプロセスにはおよそ摂氏

百万度の温度が発火反応に必要となる．1930 年代の科学

者は熱核反応をなんとか解決し太陽や他の星の力を考え

た．百万度の発火温度 ? 塵やガスが作られる間に崩壊し

た時に作られたことを仮説される．しかし，このような

方法によって百万度を達成するためには深刻な障害が存

在することが，後に明らかとなった．

星は重力によって一緒に賄われた水素爆弾のようなもの

である．その水素爆弾のすべての熱核融合反応は小さな

原子爆弾によって着火される．1994 年ロンドン王立協会

の前刷集での出版された科学論文で，私は星が水素爆弾

のようなものでより重い原子核とウランを分割するよう

な原子爆弾によって着火されることを示唆した．この含

蓄は造詣深いもので : 星はその誕生時に着火を必要とし

ないが，以前の考えでは核分裂の引き金が必要だった．

私の星の熱核着火の概念は，宇宙物理学者によって作ら

れたモデルによって核分裂によって完全に着火される．

その挑戦の黙殺された仕事は「政治上に正しい」コンセ

ンサスが認めた筋が一般的方法であって，秘密のピア・

レビューによる報復への恐れや非難されることやブラッ

クリストに上げられる恐れに感謝している．

2006 年に，私は暗い銀河の熱核点火に関する短い原稿

を Astrophysical Journal Letters に投稿した．求めら

れた著作権委譲書に私が署名し，そして，この原稿は非

公開の ' 専門家査読 ' へ回された．ところが，それは，

何らの実質的な科学的批判も付されずに掲載を拒否され

た．そこで，私は別の２つの短くも重要な原稿を投稿し

た．これらの新しい２論文に関しては，査読以前に著作

権委譲書への署名を求められなかった．この事実は，両

原稿が，当誌の後援者であるアメリカ天文学会の通常の

規定どおりの正当で公平な考え方にしたがってとりあつ

かわれなかったことを明瞭に示している．驚くこともな

いが，これらの原稿は，何ら科学的に有効な理由づけも

なく，掲載を拒否された．私はアメリカ天文学会の事務

職員に不平を申し立てたが，アメリカ天文学会 (AAS) の

附則は，「専門学会として，自由な意見表明と科学的な

考え方の交流を援助する環境を整えなくてはならない．」

と明記しているにもかかわらず，返事はまったくなかっ

た．これらの原稿を掲載拒否したことによって，アメリ

カ天文学会は，会員から，科学界から，そして，合衆国

政府科学基金の職員から，宇宙に関する根本的に新しい

見解─銀河の特徴的外観を示す理由を含む 5 ─を覆い隠

してしまったのである．
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Astrophysical Journal Letters 事件後ほどなく，私は，

私自身が arXiv.org. によってブラックリストに載せら

れていることを発見した．かつて，私は次の分野に投稿

することのみならず，他の人の論文を査読することも許

されていなかった : 天体物理学，物理教育学，一般物理

学，地球物理学，物理学史，および宇宙物理学．今日では，

何の正当性もなく私はブラックリストに掲載され，他人

を保証する能力も剥奪され，そして，私の科学論文は一

般物理学に ' 葬られる ' 憂き目に逢っている．一般物理

学という分野では，投稿が許されたとしても，それらが

注目されることはない．Cornell 大学における合衆国政

府資金による研究に疑問を呈する私の科学論文は ' 葬ら

れる ' か，自己投稿研究成果 ( そこでは，数 10 万件の

論文が人の仲介なく自動的に投稿されている ) への投稿

さえも妨げられている．

National Science Foundation( 国家科学基金 ) や NASA

などの他の機関においても，競争原理にもとづく非公開

の ' 専門家審査 ' が半世紀にわたって利用され，それに

よって，資金受給者たちの間にはびこっている ' 批判に

されされたことのない科学'気質がつくりだされてきた．

しかし，科学は，現在の思考の間違いを発見し，それら

を正すことにほかならない．ところが，アメリカの科学

教育は，そのような気質によって発展を妨げられている．

NSF や NASA から資金提供を受けている教育機関は学生を

ほとんど教育することなく，教師は ' 政治的に正しい '

公認の「お話」に向かって邁進している．' 科学ニュー

ス ' 機関も同じ状況で，' 政治的に正しい '「お話」に

疑問を呈する研究結果を報道することはほとんどない．

研究機関化された科学の堕落がアメリカに蔓延し，浸透

していて，国際的にも影響がひろがっている :' 気候ゲー

ト 'の崩壊は，ほんの 1例にすぎない．

一時，放射壊変に由来する少量のエネルギーを除くと，

惑星はエネルギーをつくりださないと科学者たちは考

えていた．すなわち，惑星は太陽からエネルギーを受け

取って，それを宇宙空間へ輻射しているだけである，と．

1960 年代後半以降，天文学研究者たちは，木星・土星・

海王星が太陽から受け取るエネルギーのほぼ 2 倍のエネ

ルギーを宇宙空間へ輻射していることを観測した．20 年

間にわたって，その内部エネルギーの源は NASA 資金を

受けている科学者たちの謎となっていた．彼らは，あら

ゆる可能性を検討し，排除したと誤解していたのである．

1991 年に私はドイツの Naturwissenshaften 誌に科学論

文を投稿し，そのエネルギーが惑星中心部における自然

の核分裂反応によってうみだされていることの妥当性を

解明した．私はPaul K. Kurodaと同じ研究方法を用いた．

氏は，1956 年にウラン廃坑で天然のウラン反応炉が発生

することを予測し，1972 年にガボン共和国の Oklo でそ

の痕跡が発見された．

その論文が受理された時 6，私は NASA 惑星物理計画へ研

究申請を提出し，Paul K. Kuroda は共同研究者として私

からの招聘を受諾した．しかし Kuroda は，氏の努力は

公益であるので「研究費は不要である」と主張した．

大学間宇宙研究機構は，NASA 基金の主要な受給機関であ

り，月・惑星研究所を運営している．私がこの申請を行っ

た当時，この機構は月・惑星科学リビューパネル (Lunar 

and Planetary Geoscience Review Panel: LPGRP) を運

営していた．NASA 傘下の LPGRP は，提出した申請に対し

て非公開の ' 専門家審査 ' を行い，それらを順位づけす

ることによって NASA 事務部門の資金提供決定に便宜を

図っていた．LPGRP は，NASA 資金の一群の主要研究者た

ちによって構成され，NASA の惑星物理プログラムあるい

は惑星地質プログラムのいずれかを通じて資金提供して

いた．そして，それらのいずれか，あるいは，これら２

つの NASA 計画と同一の分野へ提出された全ての申請を，

非公開で順位づけしていた．いいかえると，私の申請は，

LPGRP 傘下の人員をかかえる研究機関群そのものからの

申請と同列に置かれて，限られた資金枠のなかで競争さ

せられていたのである．当時，LPGRP 議長は NASA ジェッ

ト推進研究所に勤務していた．この研究所は，カリフォ

ルニア技術研究所 (Caltech) によって運営されていて，

惑星物理プログラムの全資金の40%以上を消費していた．

言うまでもなく，私の申請には資金が与えられなかった．

通常，申請に対する LPGRP の順位づけは非公開になって

いる．私は，非常な努力をして，合衆国議会の ' 全般的

説明委員会 (General Accounting Office)' ─ 2004 年以

降は '政府説明責任委員会 (Government Accountability 

Office)' とよばれている─から次のことを学んだ．すな

わち，LPGRP は，技術的利点の観点から，NASA 惑星物理

プログラムへ提出された 120 件の提案の内，私の申請を

最下位に順位づけていた．人々は，この順位づけそのも

のに深刻な疑問をいだくだろう．そして，私はその後，

独自に，エネルギー源として，そして，地球磁場の生成

メカニズムとして，地球反応炉と呼ばれる地球の中心に

ある核分裂炉の妥当性を実証することを含めて，より幅

広い提案を行った 4, 7, 11．私は，この概念を他の惑星と

大きな衛星に拡大した．惑星の核分裂反応炉という概念

は，国際的科学界には全く問題なく受け入れられたので

ある．では，NASA の反応は ?

この提案がつぶされて以降の 20 年間において，私の知

る限り，NASA が支持する科学者たちは，天然の核分裂炉

に言及したことも，また，私の出版物を引用したことも

ない．しかし，彼らは多数の観測結果について，行うべ

きところでは，たとえば次のような議論をしている :(1)

木星・土星・天王星の内部熱生成，(2) 月は軟らかい，

あるいは溶融した核をもつ，(3) 水星は小さな惑星なが

らも磁場をもつ，(4) 火星にはかつて磁場があった証拠

がある，(5) 月にはかつて磁場があった証拠がある，(6)

木星の衛星 Ganymede は内部生成磁場をもつ，(7) 土星の

衛星 Enceladus には内部加熱の証拠がある，(8) 冥王星

の衛星Charonにおける内部熱生成の証拠． NASAのニュー

ス報告を読み，不思議に思った世界中の人々から，私の

研究が適切な説明をもたらすはずなのに，なぜ私の研究
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に言及がないのか，という多数の Eメールが届いた．

天体物理学と同様，アメリカの地球物理学界も，彼らの

仮想的モデルを基礎づける 1940 年代に創出された考え

方への私の科学的挑戦を，かたくなに無視しつづけてい

る．科学は，1 つの ' 政治的に正しい '「お話」を語り

つづけるものでも，何ごとも無視しつづけるものでもな

い．そうではなく，科学は，既存の考え方の間違いを見

つけ，それらを正すものである．アメリカの地球物理研

究者は，有意義な方向へ前進する代わりに，全く価値の

ない努力に数100万ドルの税金を人知れず浪費してきた．

私は，世界的雑誌に現今の科学的思考に矛盾する重要な

すぐれた発見を公表する．提案された概念を確証するか

反駁しようと試みることは良識的科学界の責任である．

いかなる場合も，そのような矛盾が問題になる 13．

1936 年に，Inge Lehman は内核を発見した．それは，地

球中心にある月とほぼ同じ大きさ，約 3 倍の密度をもつ

物体である．1940 年頃から，それは固化作用によって形

成された鉄であると考えられるようになった．1979 年

に私は，内核の組成に関して全く異なった見解を発表し

た．この科学論文は，ノーベル賞受賞者 Harold C. Urey

によって Proceedings of the Royal Society of London

に紹介され 14，Inge Lehmann からの補足説明の手紙が私

に届いた．ところが，討論，議論，実験的 / 論理的な検

証あるいは反駁の代わりに，その発見のみならず，発見

者も地球物理学界から無視された 15．真の科学者は新し

い考え方や進歩を歓迎する．というのは，それらはより

新しい考え方やさらなる発達への道を拓くからである．

他方，科学の野蛮人たちは，彼らが好まないことがらを

無視し，科学界，一般大衆，そして，合衆国政府─彼ら

の疑惑に満ちた努力に資金を提供している─を惑わす．

1838 年に，イリノイ州 Springfield の若者学舎で行った

演説で，Abraham Lincoln は次のように述べた :「ある

時点で，危険の接近が予期されるだろうか ?  私は答え

た．もしそれが私たちに迫っているなら，それは阻止さ

れなければならない．海外からそれがやってくることは

ありえない．もし破壊が私たちの運命であるならば，私

たちは自らがその創始者と終結者にならなければならな

い」，と．その後，合衆国大統領 Abraham Lincoln は ,1863

年に国家科学アカデミー法人活動の法律に署名すること

によって，知らずに，アメリカの自己破壊の種をまくこ

とに加担することになった．この法律の一部に，次のよ

うな規定がある :「国家科学アカデミーは .........，

政府のある部門から要請があった場合にはいつでも，科

学あるいは教養のいかなる対象をも研究，検証，実験，

報告しなくてはならない」．

国家科学アカデミー (National Academy of Science: 

NAS) は，私が公表したような 1,2，科学研究基金をとり

あつかう機構の運営手続きに存在する欠点について，合

衆国政府に助言をしたことがあるだろうか ? 科学アカデ

ミーは，( 国家科学アカデミー内部を含めて ) いわゆる

専門家集団の間での非公開の " 専門家審査 " という見せ

かけのもとでおこなわれている組織化された科学的抑圧

の存在を明らかにしたことがあるのだろうか ? 私は NAS

議長に書類を提出したとおり，この抑圧は，100 万ドル

単位の浪費を数えられないほどアメリカの納税者に課す

ることになる．私は，科学的抑圧の存在は明らかにされ

たことはないと思っている．常に増大してきた経費にも

かかわらず，アメリカの科学と教育は，これまでの数 10

年間にわたって第３世界の水準に向かって低下しつづけ

てきた．個人，医療，法律および商取引といった問題で，

助言者を雇用することは普通である．私たちはみんな，

そうしている．もし提供された助言に問題があることが

明らかになれば，私たちは助言者を " くび " にして，別

の助言者を雇う．私の意見では，合衆国議会は合衆国科

学アカデミーを " くび " にして，科学および教育の助言

を受ける別の主体をみいだすべきである．

科学における抑圧と無視の進行は，現実世界に深刻な影

響をもたらす．地球は常に太陽風からの被曝をうけてい

て，完全に電離した電気誘導プラズマは 1,000,000℃に

加熱されている．地球の自己形成磁場は，太陽風の攻撃

の矛先を逸らせ，太陽の無慈悲な総攻撃から人類を守っ

ている．しかし，地球磁場の逆転や消失が天変地異をも

たらすことは疑いなく，私たちの技術依存文明にとって

凌ぎ得ない規模の悲惨な状況をもたらすだろう．

地球磁場がなくなると，生活空間の大半から電気が失わ

れるであろう．あばれまわる太陽風の荷電粒子が流入・

氾濫するために，送電線網はあたかも制御不能な発電機

として働く．その延長上には，電流の自殺的暴走が起こ

り，回路のショートや電力網の重要設備の破壊が起きる．

機器を破壊するほど強力な電流が油・ガスパイプライン

に誘導され，爆発や火災をひき起こす．あらゆる場の表

面に電荷が蓄積され，稜や角には不定期的に高い電位が

かかり，感電死や火災の危険性をもたらす．衛星は作動

せず，それらの電気回路はプラズマの総攻撃によって煮

えたぎることになる．その結果，通信と測位システムは

広範囲にわたって機能しなくなる．より深刻な場合には，

長期にわたる未知の，確かに有害な健康障害が発生する．

最近まで，地球磁場の逆転あるは完全な消失は，遥か遠

い未来の出来事で，長期間にわたって起きると考えられ

てきた．しかし，それは，劇的に変化した．

水差しをストーブで加熱すると，沸騰前に，水は底から

頂部へ，頂部から底へと循環する．これは対流と呼ばれ，

２，３の茶葉やセロリ種子などを加えると，それらが水

の循環に沿って運搬され，対流がわかりやすくなる．底

から加えられた熱が水をわずかに膨張させ，上部のより

冷たい水よりも軽く，低密度になって，対流が起きる．

この対流という作用は，頂部が重たいために，流体運動

によって安定をとりもどす１種の不安定現象である．

1939 年に Walter Elasser は，地球磁場は地球の流体コ
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ア中における対流運動によって生成されると提案した．

すなわち，流体コアが自転によってねじれて，発電機に

なる，というものである．その後，70 年間にわたって地

球物理学界は，対流がコアの中に存在する ' はずだ ' と

想定してきた．知られていないことだが，数 100 万ドル

が対流運動のモデル化と，それを地球流体コアに適用す

ることに浪費されてきた．

2009 年 1 月 27 日に私は短いが重要な科学的メッセージ

を Physical Review Letters に投稿した．この論文は，

次の３つの理由から，地球の流体コア中での対流は物理

的に不可能であることを示した．(1) 上載荷重の圧密で

コアは底部は著しく重たくなっている．(2) コアは隔離

断熱材に包まれているために，対流で求められるように

コアの底が表面よりも熱い状態にはなりえない．(3) コ

アの対流を正当化するために，Reyleigh 数が間違って

適用されている．それに代わって私は，核反応炉を構成

しているより小規模な球殻に働く Elasser 機構によっ

て磁場が発生していることを示した．Physical Review 

Letters とこの雑誌の母体であるアメリカ物理学会によ

る査読過程では，徹頭徹尾，科学的に有効で実質的な批

判はなく，国家科学アカデミーの 1 名あるいは数名を含

む科学者の軽蔑的意見と事実を曲げた評価しかなかっ

た．もちろん，この論文は Physical Review Letters よっ

て掲載拒否され，その翻刻は arXiv.org によって一般物

理学の中に ' 埋没 ' させられてしまった 16．こうして，

この論文は合衆国科学基金の職員の目から効果的に覆い

隠されてしまい，流体核のモデル化という研究活動が，

物理的に不可能な不毛の努力のために納税者の基金が費

やされつづけることがほぼ保証されたのである．しかし，

この原稿の不当な掲載拒否と ' 埋没 ' には，はるかに深

刻な意味が内在する．

地球の流体コアは，惑星質量の約 30% を占める．地球原

子核反応炉は質量では 1,000 万分の 1 に過ぎず，地球反

応炉内での対流の停止はたいへん急速な変化をもたら

し，それには地球磁場の急速な逆転も含まれる．問題を

このように考えると，子供のちっちゃな自動走行するお

もちゃの列車は，とても長く重たい貨物を満載した実物

の貨物列車に比べて，遥かに小さい力でより急速に運動

を変化させることができる．かつての溶岩流から，科学

者たちは，最近になって，1 回の逆転期間中に 6°/ 日の，

そして，別の逆転では 1°/ 日という急速な磁場変化事件

を確証したことが報じられた 17, 18．地球反応炉の比較的

小さい質量は，1ヶ月あるいは数年という短い時間スケー

ルで起こる磁場逆転の可能性と調和的である．最近観測

された磁北極の通常よりも速いシベリア方向への移動

は，大きな不確実性があるものの，幾人かは逆転が切迫

していることを示唆するものと考えている．

全地球的天変地異の重大さゆえに，地球磁場のたいへん

急速な変化の可能性にかかわる研究の抑圧は，人間性へ

の背信と反逆行為にも等しいと私は見ている．

すべてが良くなるために，今は，誤謬科学と野蛮科学者

を排除し，科学がほんとうに花開くべき時であり，そし

て，既存の考え方に挑戦したり，合意され証明された '

政治的に正しい '「お話」を適用しなかったために受け

る罰や非難を恐れることなく自由に研究することができ

る環境を創出すべき時である．私は科学を害する４つの

欠点を記述したことがある．それらは，半世紀前には合

衆国国家科学基金 (U.S. National Science Foundation: 

NSF) によって，そして今日でもなおも NSF によって，そ

して，他に合衆国政府の科学基金関連の機構によって煽

動されていて，資金を調達する実利的な方法を示唆して

きた 1．実行はそれほど難しいわけではなく，勇気と正

直さだけを求めているのである．

著者紹介

J.Marvin Herndon は優れた教育を受けてきた :学部は物

理学 (UCSD) を卒業，核化学で Ph.D.(Texas A&M) を取得，

そして，Hans E. Suess と Harold C. Urey のもとで地

球化学および宇宙化学のポストドクター研究を行った．

"maverick 地球物理学研究者 "( ワシントンポスト紙に

よって ) とよばれ，この学際的科学者は地球の内核の組

成が Ni 珪酸塩であると判定され，エネルギー源と地球

磁場の生成メカニズムとして地球中心に存在する天然の

核反応炉の妥当性を実証した．氏の科学者人生は，長く
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地震の短期予知にかかわる
地震 -電磁気学の現状

Current status of seismo-electromagnetic 
for short-term earthquake prediction 

Hayakawa, M. and Hobara, Y., Geomatics, 
Natural Hazards and Risk, v. 1, no. 2, p. 
115-155. DOI: 10.1080/19475705.2010.486
933. hayakawa@whistler.ee.uec.ac.jp; http://
www.tandf.co.uk/journals.

要旨からの抜粋 : 地震 (EQ) の短期 ( 数時間，数日，数

週 ) 予知は，地震災害を軽減するために本質的に重要で

ある．短期地震予知はこれまで地震観測 ( すなわち，地

殻変動の機器測定 ) にもとづいていたが，約 10 年前に

日本で機械的方法による地震予知は不可能であると結論

づけられた．そのため，この 10 年間は非地震的観測に

関心が増大し，多くの前進がもたらされた．１つの新し

い研究方法が，電磁気観測がリソスフェアに関する微視

的情報をもたらすところで発展してきた．...... この論

文は，新しい科学分野 ' 地震 - 電磁気学 ' の現状を総説

する．私たちはリソスフェア，大気圏および電離圏に発

生するさまざまな現象を概観しながら，それには，私た

ちが好んで用いるリソスフェアの超低周波 (ULF) 電磁気

放出と地震 -電離層変化が含まれている．

この論文にみられるいくつかの興味深い展開は次のとお

り :「......1998 年に日本の旧文部省の測地審議会か

ら，地震予知は不可能であるとする１つの報告書が出版

された．それ以来，地震予知の不可能性という神話が地

震研究者の間に，ついで報道機関に蔓延した．ところが，

この報告は次のように修正されるべきである．「これま
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での [ プレート沈み込みモデルにもとづく─編集者によ

る追加 ] 伝統的な地震観測による地震予知は不可能であ

る」，と．「そのような地震研究者による一般的結論は，

地震研究者が地震を予知できないのであるから，他の誰

もそれをなし得ない，との彼らの尊大ぶった態度にかか

わっているのであろう (p. 116)」[ 強調は編集者 ]．

*****************

強い地震は予知されうる :
強い地震の予知のための学際的方法

Strong earthquakes can be predicted: 
a multidisciplinary method for strong 

earthquake prediction 

Li, J.Z., Bai, Z.Q., Chen, W.S., Xia, Y.Q., Lie, 
Y.R. and Ren, Z.Q., 2003. Natural Hazards 
and Earth System Science (European 
Geoscience Union), v. 3, p. 703-712.

要旨 ( 抜粋 ):1997 年 8 月に中国新疆省で発生した一連

の強い地震の切迫予知が詳細に報告される．この予知は，

地殻応力測定，超低周波域における地下音波観測，特定

動物の異常行動記録を含む革新的複合方法によってもた

らされた観測結果の総合的解析にもとづいて行われた．

統計的には，J.Z. Li，Z.Q. Ren らが共同して提出して

きた合計 20 項目の前兆現象の約 40% が有効であるとみ

なされた．上述の方法を用いると，最近起こった世界中

のほとんどすべての強い地震の先駆現象が私たちの研究

室で記録されてきた．

*****************

David Pratt のウェブサイト
David Pratt’s website

このニュースレターの編集委員の一人である David 

Pratt によるおおくの興味深い論文を，氏のホームペー

ジ www.davidpratt.info. でみることができる．最近の

論文のいくつかを以下に紹介する．

将来のエネルギー :http:// davidpratt.info/energy.

htm(2011 年 6 月 )

沈んだ大陸 vs 大陸移動 :http:// davidpratt.info/

sunken.htm(2011 年 3 月 )

気候ゲート事件と気候科学の堕落 :http:// davidpratt.

info/climategate.htm(2010 年 3 月 )

*****************

地球ニュートリノ測定によって解明された
地球の部分的放射生成熱モデル

Partial radiogenic heat model for Earth 

revealed by geoneutrino measurements

The KamLAND Collaboration  Nature Geoscience, v. 
4, p. 647-651, published online on 17 July, 2011. DOI: 
doi:10.1038/ngeo1205 http://www.nature.com/ngeo/
journal/v4/n9/full/ngeo1205.html#

要旨：地球はその誕生以来冷却してきたが，惑星内部の

放射性同位体─とくに，ウラニウム，トリウムおよびカ

リウム─はずっと熱源でありつづけてきた．地球から宇

宙空間への熱放出の現在量は 44.2 ± 1.0TW であるが，

残留している初期熱と放射壊変熱の相対的貢献度はよく

わかっていない．ところが，放射壊変は地球ニュートリ

ノ放出から見積もることができる．この素粒子は，放射

壊変にともなって放出される電気的に中性の粒子で，実

質的には何ら影響もなく地球を通過する．この論文で私

たちは，日本の神岡反ニュートリノ液体シンチレータ検

出機から得られた地球ニュートリノの精密測定を，イタ

リアの Borexino 検出機から得られていた既存の測定結

果と組み合わせた．私たちは，地球の熱放出の内，238U

と 232Th の放射壊変が合計 20.0+8.8/-8.6TW であることを

見出した．40K の壊変によるニュートリノ放出は私たちの

実験における検出限界を下回っているが，4TW であるこ

とが知られている．以上を総合すると，私たちの観測は，

放射壊変由来の熱量は，全地球の熱放出の約半分である

ことを示す．それゆえ，地球の初期熱からの供給が未だ

枯渇していない，と私たちは結論する．

（関連論文：H.N. Pollack, S.J. Hurter and J.R. Johnson, Heat 
flow from the Earth’s interior: analysis of the global data set. 
Review of Geophysics, v. 31, p. 267-280, 1993）

*****************

インドで発見された初の白亜紀哺乳類
First Cretaceous mammal from India

G.V.R. Prasad and A. Sahni, 1988. Nature, v. 332, p. 
638-640; doi:10.1038/332638a0

特に白亜紀哺乳動物および中生代哺乳類の化石は，一

般に，ローラシア大陸に偏って発見される．ゴンドワ

ナ大陸に代表される南の大陸でこれらの哺乳動物が報

告されるのは比較的まれである．ここで私たちは，イ

ンド Andhra Pradesh 州 Naskal の火山岩層に挟在する

Maastrichtian 最上部の堆積物から新しい eutherian 哺

乳動物の発見を報告する．南アジアにおける白亜紀哺乳

動物の初めての報告は，これらの生物が広く分布してい

たことを示し，地質学的証拠にもかかわらず，北方の大

陸からインドプレートが孤立していなかったことを示唆

する．私たちの発見は，南方の大陸からよく知られてい

る哺乳類型爬虫類 (therapsids) からの therian 哺乳動

物の起源と進化を理解することにも貢献するだろう．
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*****************

重力の法則は再考されるべきではないか ?
Maurice Allais の科学的遺産

Should the laws of gravitation be 
reconsidered?

The Scientific Legacy of Maurice Allais

Edited by Hector A. MUNERA, Published by Apeiron, 
Montreal (in English) Available from www.amazon.com

1954 年に出版された Maurice Allais の因習破壊主義論

文が，重力の法則は再考されるべきではないか ?，と問

いかけた．真の科学者はだれも，「そうだ，もし信者た

ちはまずなぜそれらを信じているかを思い出させるのに

何か他の理由がないとすれば，すべての科学理論は常に

再考されるべきである」と端的に答えるだろう．しかし，

1954 年までは１つの，そして唯一の受容された重力理

論が存在し，それは Einstein の一般相対性理論 (GR) で

あった．ほとんどの科学理論とはちがって，GR が中間理

論 ─世界をより完全に理解するための飛び石─ である

と考えられたことはなかった．それは，重力は他のいか

なる力とも異なっていると解釈された．それは光速がす

べての慣性基準枠組みにおいて正確に一定になり，空間

が完全に等方的になることを必要とした．こららの仮定

からほんのわずかな揺らぎでさえも，もし存在とすると，

学説全体が " トランプでできた家と同様に崩壊するだろ

う"．物理学，天文学および地質学分野での多くの経験は，

この学説とそれを疑問視することに投ぜられ，それは多

くの他の経験にも広げられた．1954 年に Allais がこの

疑問を提出したのは，知能的・専門的勇気の働きによる．

私が Allais の 1954 年の論文に初めて気づいたのは，

1985 年のことであった．かつて私は学部段階で重力の

研究をして以来，このようなことを私に語った人はこれ

までに一人としていなかったことに魅了されてしまっ

た．私はすぐに，Allais の重力に関する論文を収集し，

翻訳をしていたため，John Bagby と文通をはじめた．

1998 年に私はすばらしい幸運に恵まれた．というのは，

"Maurice Allais" という名の編集助言者がノーベル経済

学賞を受賞したときに，非営利的仕事をすることができ

たのである．もちろん，なんらかの関係で氏が物理学者

Mourice Allais に関係があるのか ?，私は調べなくては

ならなかった．私はその時，Allais の幅広い業績につい

て大急ぎで学んだ．

私が見出した最も印象的な Allais の資質の 1 つは，ア

マチュア研究者に対応し，彼らが矛盾に満ちた課題を探

求する手助けをしようとする氏の姿勢である．ここには，

誰も探求しようとしない地震と月 - 太陽の位置の間の非

潮汐的関係について，普通の研究所の普通の研究者がた

とえ要請されたデータを電話で報告しなくても，手助け

をしようとするノーベル賞受賞者がいるのである．

NASA が Allais の食の効果を " 検証 " しようとした 1991

年に，私は他の 2 人の物理研究者と一緒に１つの研究室

を共同で利用した．私たちは，この実験の意義を議論し

た．私はある朝，彼らの１人が成果は " 何もなかった "

と私に告げたことをおぼえている．彼の顔と口調は，興

奮と満足に満ちていた．

科学にとって幸運なことに，すべてのデータをみなおし，

すべての可能性を研究しようとする人々が依然として存

在することだ．そして，私は，この本の編集に私に加わ

るように要請してくれたHector Muneraに感謝している．

そして，それを出版しようというRoy Keysにも感謝する．

この本は必然であった．それには，著述されながら掲載

拒否された画期的論文と，画期的であると私が確信して

いる新しい論文が含まれている．

私が全論文を読み通したときに，それらが次々に新しい

アイデアをもたらすことに驚きを感じた．( 私が "20 歳

のときに，この本を読むことができていたら " と，どれ

ほど望んだことか !) この著書を読むと，読者はかなら

ず次の結論に到達する．すなわち，GR によって予測され

ない何ごとかが，食やさまざまな軌道サイクルごとに起

こっている，と．同様の時間現象を 100km 以上も離れた

ところで，別の機器を使って重力異常を見出した別の研

究者は，私たちが初めてである．一致することが，あま

りにも多い．成果がないとされたこの論文は GR を肯定

するものではなく，これらの異常をよりよく記述するた

めの科学的努力の一端である，と判断されるべきである．

これらの論文は空間の異方性と異常なねじれの期間を主

張するものであり，月と太陽の周期のみならず，恒星周

期─絶対空間を回転するのに要する時間─にも対応す

る．私が魅了されたのは，数 10 年間にわたって他の研

究者たちが地震にみられる恒星周期 ─それは単にカテ

ゴリーとして退けられてきただけである─ を主張しつ

づけてきたことである．これに適合する他の地震異常も

存在する．すなわち，一般的ではなく，特定の領域に関

してであるが，食の頃に地震が優勢になる．地震が食の

およそ半時間前までに先行して発生することがしばしば

あるが，それらの間に何らかの関係性があることは一般

には無視されている．そのような時間的枠組みで顕著な

重力異常が発生するという次の論文を私が読んだ時の大

きな驚きをあなたは想像することができるだろうか ?

100 万分の 1 単位で測定された重力異常に関する議論は，

天文学・理論物理学・哲学の研究者や空想科学作家の単

なる興味にすぎないと思われることが通常である．しか

し，この著書が出版されると，福島災害に匹敵する規模

の驚きを発するだろう．この驚きは，一般相対性によっ

て求められる定常的重力への盲信によって支えられてい

る長らく疑問視されてきた造構モデルを頑に信奉してい

る地震予知には進歩がないことに帰せられる．

この著書の題目は，もともとは 1954 年の Allais 論文に
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ニ ュ ー ス　　NEWS
（矢野 孝雄 [ 訳 ]） 

第 34 回国際地質学会議
オーストラリア Brisbane,

2012 年 8 月 5 〜 10 日 www.34igc.org

 34th INTERNATIONAL GEOLOGICAL 
CONGRESS BRISBANE, AUSTRALIA. 

5 – 10 AUGUST, 2012 www.34igc.org

重要期日

2011 年 11 月 1 日 GeoHost 支援計画への申請〆切 .

→申請はこちら .

2011 年 12 月  第 4 号サーキュラー発行

2012 年 2 月 17 日 要旨の提出〆切 .

→要旨提出はこちら .

2012 年 3 月 31 日 野外見学旅行の予約〆切

2012 年 4 月 30 日 早期登録の〆切 (標準登録料を適用 )

  発表者登録の〆切

2012 年 6 月 5 日 滞在予約の完了目標日

2012 年 7 月 1 日 標準会議登録の〆切

                              ( 後期登録料を適用 )

2012 年 7 月  第 5 号サーキュラー発行

NCGT セッション

テーマ 37, とってかわる概念 , 新しい地球ダイナミクス

パラダイムの追求

招聘者

Ismail Bhat, bhatmi@hotmail.com

Karsten Storetvedt: Karsten@gfi.uib.no

Dong Choi: raax@ozemail.com.au

主要課題

1. プレートテクトニクスの批判的検証 : 実際の証拠と地

球ダイナミクスに対する意義

2. グローバルテクトニクス , 自然災害 , それらの予知と

惑星間相互関係

　 1) 地震 ,火山噴火 ,それらの予知と惑星間相互関係

　 2) 新しい地球ダイナミクスからみた全地球の気候

3. 地球のダイナミクスと新しい地球ダイナミクスパラダ

イム

確定した基調講演者 (1,2 名の追加を予定 )

 Boris Vasiliyev：世界海洋に産出する古期大陸性岩石

 Takao Yano：世界海洋に産出する古期大陸性岩石

 Karsten Storetvedt：磁気異常とそれに関連する見解

 Ismail Bhat：全地球気候と新しい全地球ダイナミクス

 Dong Choi：新しいテクトニクス展望からみた地震予知

現在のところ 35 名の招待講演者が確定あるいは交渉中

で，幾人かは資金次第の状態である．口頭およびポスター

発表が予定されている．NCGT セッションで論文発表を希

望する方々は，招聘者の誰かに連絡をされたい．

IGC に参加し，NCGT セッションで論文発表を希望する低

収入国からの若い科学者 (35 歳以下 ) は，GeoHost 支援

プログラムに申請することができる．申請提出〆切は

2011 年 11 月 1 日．詳細は www.34igc.org 参照．

資金的困難を抱えている招待講演者を支援するための

基金設立のよびかけ

私たちのセッションで論文発表を希望している 5 〜 6 名

の科学者は，通貨交換レートが不利な国々からの参加者

であり，組織的支援が得られないか，ごくわずかな状況

にある．彼らは，旅費・滞在費および他の費用を賄うた

めに私たちからの資金援助を求めている．私たちは，彼

らが IGC に参加できるように，"IGC のための NCGT 特別

基金 " へのみなさまからの寛大な資金援助をお願いして

いる．あなたの醵金を，NCGT ─銀行口座の詳細は次頁─

へお送りいただきたい．

よって発せられた疑問 " 重力の法則は再考されるべきで

はないか ?" の再録である．収録された論文は，応答に "

そうだ " と答えるばかりではなく，この法則が書き換え

られ，将来の重力理論がどのような特徴をもっているか

を示唆する長期的展望を与えてくれるだろう．

Martin KOKUS によるまえがきから

martinkokus@yahoo.com
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財政的支援について　FINANCIAL SUPPORT

このニュースレターは，1996 年 8 月に北京で開催され

た第 30 回万国地質学会のシンポジウム "Alternative 

Theories to Plate Tectonics" の後でおこなわれた

討論にもとづいて生まれた．New Concepts in Global 

Tectonics というニュースレターのタイトルは，1989 年

のワシントンにおける第 28 回万国地質学会に連携して

開催された，それ以前のシンポジウムにちなんでいる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

目的は次の事項を含む：

１. 組織的照準を，プレートテクトニクスの観点に即座

には適合しない創造的な考え方にあわせる．

２．そのような研究成果の転載および出版を行う．とく

に検閲と差別の行われている領域において．

３．既存の通信網では疎外されているそのような考え方

と研究成果に関する討論のためのフォーラム．それは，

地球の自転や惑星・銀河の影響，地球の発達に関する

主要学説，リニアメント，地震データの解釈，造構的・

生物的変遷の主要ステージ，などの視点から，たいへ

ん広い分野をカバーするべきものである．

４．シンポジウム，集会，および会議の組織．

５．検閲，差別および犠牲があった場合の広報と援助 .

ニュースレターについて　　ABOUT THE NEWS LETTER

多くの読者からの示唆にしたがって，NCGT Newsletter

は公開雑誌になった．今や，登録することなく，誰でも

すべての号にアクセス可能である．これは，この雑誌の

発行費用を賄うために，私たちは読者からの善意・無償

の寄付と広告収入に頼らなければならないことを意味す

る．私たちは読者の寛大な財政支援を歓迎する．印刷版

の購読費は，US$140/ 年 ( あるいはユーロ相当額 )+ 郵

送費である．広告費は，裏表紙 (Premium position) 半

ページで US$60/ 号，US$220/ 年，全ページで US$100/ 号，

US$360/ 年 ( あるいはユーロ相当額 ) である．他のペー

ジでは，10% 割引．詳細は editor@ncgt.org. へ．

■ もしあなたが PayPal 口座をお持ちであれば，下記

口座へ送金されたい (PayPal はクレジットカード Visa・

MasterCard で支払い可能．この方法の利用を推奨する．

　http://paypal.com/cgi-bin/

　口座名 :New Concepts in Global Tectonics

　E-mail:ncgt@ozemail.com.au (editor@ncgt.orgではない)

■ 銀行振替あるいは小切手でお支払いの場合は

宛名：New Concepts in Global Tectonics

郵送先： 6 Mann Place,Higginns,ACT2615,Australia

■ 現金で銀行送金する際の銀行口座の詳細

銀 行 名 :Commonwalth Bank (Swift Code: CTBAAU25), 
Belconnen Mall ACT Branch (BSB 06 2913)

口座番号 :06 2913 10524718
口座名義 :New Concepts in Global Tectonics

■ 地球物理学的予測と G-MagTeleDyn を使ったモデル化

Climate Stat 社は，大気に加わる電磁気的・重力的・熱

結合パラメータに影響する短期的 ( 時間〜月あるいは季

節 ) および長期的 (10 年および 10 年単位 ) な地球物理

学的変化を説明する重力 / 磁力遠隔伝搬ダイナミクス気

候モデルを開発した．

■ 天気予報技術

初期段階研究は，ハリケーンと天気の予測モデルを大幅

に改良できる中程度の可能性を示唆する．地球物理モデ

ルの結果は，従来のモデルを改良するための歴史的大気

循環によって検証される．

［広告面　ADVERTISEMENT PAGE］　　　Climate-Stat　　http://www.climatestat.com

■ 成果物　 ジオイドおよび磁場モデリング

　　　　　　気象予兆のための広域的データベース作製

　　　　　　予報のための地球物理学的情報提供

　　　　　　可視化システム

■ 予測される利用者

国際情報会社 , 天気予報者 , 確率予測会社 (Actuaries),

商社 ,軍 ,および ,海運会社

■カスタマイズ化した可視化および情報システム

関係機関への販売

Bruce Leybourne - CEO/Geophysist
leybourneb@hotmail.com

左図 :1998 年 2 月の最大規模のエルニー

      ニョ (表面海水温情報 )

右図 : 伏在海嶺地形を反映する Y字構造表

　　　面海水温異常


